
令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 － 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 － 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2

評価 － B

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

自治振興課
人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

各種団体所管課の協力
のもと、団体の会議や研
修会等において、プランの
趣旨説明等、情報提供の
機会を設ける。

八木地区市民協議会で
「安心できる避難所づくり
～男女共同参画の視点か
ら～」を開催
市民協議会事務局長会
議で男女共同参画課が
実施する出前講座の案内
を行った。

各種団体所管課の協力
のもと、団体の会議等の
場で、男女共同参画に関
するトピックに関連づけ
て、プランの趣旨について
伝える。

活動指標
働きかけを行った回数（回）

関係課と協力し、会議等
の場で地域活動の役員
に男女がバランスよく選
出されるよう働きかける。

活動指標
働きかけを行った回数（回）

Ⅰ 1 ①

市民団体
等におけ
る男女共
同参画の
促進

1

地域活動に
おける男女
共同参画の
促進のため
の情報提供
や学習機会
の提供

地域で活動を行う団体に
対して、本プランの趣旨や
男女共同参画の具体的
な取組例、そのメリットに
ついての情報提供や研修
会等を実施する。

地域活動に
おける男女
共同参画の
促進のため
の情報提供
や学習機会
の提供

地域で活動を行う団体に
対して、本プランの趣旨や
男女共同参画の具体的
な取組例、そのメリットに
ついての情報提供や研修
会等を実施する。

自治振興課
人権・男女共同参
画課
関係各課

自

治

振

興

課

関係課と協力し、会議等
の場で地域活動の役員
に男女がバランスよく選
出されるよう働きかける。

人権・男女共同参画課と
協力し、市内全ての地区
市民協議会の事務局長
が参加する会議の場で、
地域活動の役員に男女
がバランスよく選出される
よう働きかけを行った。

Ⅰ 1 ①

市民団体
等におけ
る男女共
同参画の
促進

1

自治振興課
人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

（施策番号１と同じ）
各種団体所管課の協力
のもと、団体の会議や研
修会等において、プランの
趣旨説明等、情報提供の
機会を設ける。

（施策番号１と同じ）
八木地区市民協議会で
「安心できる避難所づくり
～男女共同参画の視点か
ら～」を開催
市民協議会事務局長会
議で男女共同参画課が
実施する出前講座の案内
を行った。

(施策番号１と同じ）
各種団体所管課の協力
のもと、団体の会議等の
場で、男女共同参画に関
するトピックに関連づけ
て、プランの趣旨について
伝える。

活動指標
働きかけを行った回数（回）

関係課と協力し、会議等
の場で地域活動の役員
に男女がバランスよく選
出されるよう働きかける。

活動指標
働きかけを行った回数（回）

Ⅰ 1 ①

市民団体
等におけ
る男女共
同参画の
促進

2

男女がとも
に担う地域
活動の推進

性別によって役割を分け
ることなく、男性と女性が
ともに地域活動に参画す
ることの必要性について、
所管する地域活動団体等
に対して啓発を行う。

男女がとも
に担う地域
活動の推進

性別によって役割を分け
ることなく、男性と女性が
ともに地域活動に参画す
ることの必要性について、
所管する地域活動団体等
に対して啓発を行う。

自治振興課
人権・男女共同参
画課
関係各課

自

治

振

興

課

関係課と協力し、会議等
の場で地域活動の役員
に男女がバランスよく選
出されるよう働きかける。

人権・男女共同参画課と
協力し、市内全ての地区
市民協議会の事務局長
が参加する会議の場で、
地域活動の役員に男女
がバランスよく選出される
よう働きかけを行った。

Ⅰ 1 ①

市民団体
等におけ
る男女共
同参画の
促進

2
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － 1 － 1 －

実績 －

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 0

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 3 3 3 3 3

実績 3

評価 － B

人権・男女共同参
画課
生涯学習課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男性対象の料理講座を
登録グループに移行でき
るよう、積極的に支援を行
う。
グループ登録説明会を行
い、新規団体の設立を支
援する。

コロナ禍により料理講座
を開催できなかった。

男性対象の講座「男のえ
え加減料理講座」の受講
生に対して、登録グループ
に移行して活動すること
ができるよう必要な支援
を行う。

活動指標
男性グループの新規登録団体数（団体）

各種団体所管課の協力
のもと、団体の会議等の
場で、男女共同参画に関
するトピックに関連づけ
て、プランの趣旨について
伝える。

活動指標
働きかけを行った回数（回）

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

4

家事・育児・
介護に取り
組む男性グ
ループへの
活動支援

家事や育児、介護に取り
組む男性グループに対し
て各施設の登録グルー
プ・団体、クラブへの登録
の勧めと活動支援を行
う。

市民団体に
おける男女
共同参画の
促進のため
の情報提供
や学習機会
の提供

市民団体に対して、本プ
ランの趣旨や男女共同参
画の具体的な取組例、そ
のメリットについての情報
提供や研修会等を実施す
る。

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

各種団体所管課の協力
のもと、団体の会議や研
修会等において、プランの
趣旨説明等、情報提供の
機会を設ける。

NPO法人岸和田市ス
ポーツ協会の会議で、オリ
ンピックやスポーツ分野に
おける男女共同参画の記
事を紹介するとともに、男
女共同参画推進プランの
趣旨を伝えた。

Ⅰ 1 ①

市民団体
等におけ
る男女共
同参画の
促進

3

人権・男女共同参
画課
健康推進課
介護保険課
生涯学習課
図書館

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男性対象の料理・洗濯等
の家事講座を開催する。

「男の家事塾」（全３回。
料理・裁縫・掃除）を開
催。

●男性対象の家事・育児・介護
に関する講座を開催する。
●広報きしわだ、ホームページ

で育休制度変更点について周
知する。
●男女共同参画センター情報
紙「クレアシオン」で、男性の育
児休業に関する記事を毎号掲
載して、男性の育休取得につい
て考える機会を提供する。

活動指標

男性対象の定期講座をク
ラブへ移行できるよう、積
極的に支援を行う。クラブ
登録説明会等を行い、新
規団体の設立を支援す
る。

活動指標
男性グループの新規登録団体数

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

5

男性への家
事・育児・介
護のための
学習機会の
提供

男性の家事・育児・介護
への参画意識の浸透を目
的に、講座や様々な手段
を用いて学習機会を提供
する。

家事・育児・
介護に取り
組む男性グ
ループへの
活動支援

家事や育児、介護に取り
組む男性グループに対し
て各施設の登録グルー
プ・団体、クラブへの登録
の勧めと活動支援を行
う。

人権・男女共同参
画課
生涯学習課

生

涯

学

習

課

男性対象の定期講座をク
ラブへ移行できるよう、積
極的に支援を行う。クラブ
登録説明会等を行い、新
規団体の設立を支援す
る。

定期講座「男のヨガ（全
10回）」「シニア男性の
家庭料理（全10回）」を
開催した。

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

4
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 6 6 6 6 6

実績 6 6

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 2

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － 展示した

評価 － B

人権・男女共同参
画課
健康推進課
介護保険課
生涯学習課
図書館

介

護

保

険

課

家族の身体的・精神的な
介護負担の軽減、介護制
度及び相談窓口の周知
を目的に「らくらく介護教
室」（1クール５回）を開催
する。

年２クール実施予定で
あったが、コロナ禍で１ク
ルール（3/1・8・15・22
開催）となった。参加者は
延べ69人（実人数16
人）。

家族の身体的・精神的な
介護負担の軽減、介護制
度及び相談窓口の周知
を目的に「らくらく介護教
室」（1クール５回）を開催
する。

活動指標
実施場所（カ所）

パパママ教室等の参加を
通じて男性に家事・育児
など家庭での役割意識を
持ってもらうようにする。
パパママ教室：３回１クー
ル　年間６クール開催予定

活動指標
開催回数（クール）※1クール＝3回

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

5

男性への家
事・育児・介
護のための
学習機会の
提供

男性の家事・育児・介護
への参画意識の浸透を目
的に、講座や様々な手段
を用いて学習機会を提供
する。

男性への家
事・育児・介
護のための
学習機会の
提供

男性の家事・育児・介護
への参画意識の浸透を目
的に、講座や様々な手段
を用いて学習機会を提供
する。

人権・男女共同参
画課
健康推進課
介護保険課
生涯学習課
図書館

健

康

推

進

課

パパママ教室等の参加を
通じて男性に家事・育児
など家庭での役割意識を
持ってもらうようにする。
パパママ教室：３回１クー
ル　年間６クール開催予定

3回1クールで年間6クー
ル開催（うち日曜日開催
3回実施）

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

5

人権・男女共同参
画課
健康推進課
介護保険課
生涯学習課
図書館

図

書

館

絵本コーナーに「みんな
で子育て」というテーマ
で、家事・育児に関する図
書を展示する。

家事・育児に関する展示
コーナーを設置できた

性別に関わらず、必要な
資料を手に取りやすい本
の配置方法を検討する。

活動指標
関連図書の展示

男性の家事・育児・介護
への参画意識の向上を目
的とした講座を開催する。

活動指標
・講座開催数（回）

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

5

男性への家
事・育児・介
護のための
学習機会の
提供

男性の家事・育児・介護
への参画意識の浸透を目
的に、講座や様々な手段
を用いて学習機会を提供
する。

男性への家
事・育児・介
護のための
学習機会の
提供

男性が気軽に家事に取り
組めるよう、家事の初心
者に対して学習機会を提
供する。

人権・男女共同参
画課
健康推進課
介護保険課
生涯学習課
図書館

生

涯

学

習

課

男性の家事・育児・介護
への参画意識の向上を目
的とした講座を開催する。

定期講座「シニア男性の
家庭料理（全10回）」、短
期講座「負担の少ない介
護術」を開催した。

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

5
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 60 65 70 80 90

実績 58 66

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － D

人事課
人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

庁内情報紙「パートナー」
で、育児休業制度や取得
者の体験談や職場で工
夫した点を紹介し、育休
取得の大切さを伝え、男
性が育休を取得しやすく
する。

「パートナー」を発行でき
なかった。
実施計画作成時のヒアリ
ングで、庶務研修資料に
育児休業に関する情報を
掲載するなど、全職員が
育児休業制度を知ること
ができるよう提案した。

●男女共同参画推進本
部員・幹事・実務担当者
を対象に男性の育休取得
促進に関する研修を実施
する。
●配偶者が出産する男性
職員には、上司が育休取
得の意向確認をするよう
周知する。

活動指標
取得促進に関する働きかけ

「服務・勤怠関係資料」と
「妊娠・出産・育児にかか
る休暇・休業の一覧表」
を作成し、本人または配
偶者が出産を控えている
職員に対し、説明を行って
いく。

活動指標
パンフレットの作成と更新

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

6

市職員の男
性の育児休
業の取得促
進

育児休業制度について職
員に周知するなど、男性
の育児休業の取得を促
進する。また、制度を利用
しやすい職場環境の整備
に努める。

市職員の男
性の育児休
業の取得促
進

育児休業制度について職
員に周知するなど、男性
の育児休業の取得を促
進する。また、制度を利用
しやすい職場環境の整備
に努める。

人事課
人権・男女共同参
画課

人

事

課

出産・育児に関するパンフ
レットを作成し、本人また
は配偶者が出産を控えて
いる職員に対し、説明を
行っていく。

全職員が確認できるよう、
パンフレットではなく、庶
務研修資料としてデータ
で共有していくよう計画
中である。

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

6

人事課
人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

人事課と連携し制度の周
知を行い、出産補助休暇
の取得率の向上をめざ
す。

周知はできなかった。
「パートナー」等で制度の
周知を行う。

活動指標
取得促進に関する働きかけ

制度の周知を行い、男性
の出産補助休暇の取得
率の向上をめざす。

活動指標
出産補助休暇取得率（％）

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

7

市職員の出
産補助休暇
の取得促進

「岸和田市における女性
職員の活躍の推進に関す
る特定事業主行動計画」
に定められている出産補
助休暇の取得率90%の
目標値達成に向けて、制
度を周知する。

市職員の出
産補助休暇
の取得促進

「岸和田市における女性
職員の活躍の推進に関す
る特定事業主行動計画」
に定められている出産補
助休暇の取得率90%の
目標値達成に向けて、制
度を周知する。

人事課
人権・男女共同参
画課

人

事

課

制度の周知を行い、男性
の出産補助休暇の取得
率の向上をめざす。

庶務研修資料に休暇情
報について掲載済み。
また、配偶者の妊娠・出産
の報告があった際には、
出産補助休暇の取得が
可能であることを説明し
た。

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

7
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 3

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 0 1

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 55 55 55 55 55

実績 52

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B

人権・男女共同参
画課
産業政策課

産

業

政

策

課

●「雇用労働講座」や「知っ
て得する労働問題講座」の
講座内容案の候補として検
討する。
●人権・男女共同参画課等
からの依頼により、講座参加
事業所に対して男性の家
事・育児・介護への参画に
関する情報発信を行う。

●「雇用労働講座」は中止
となった。講座内容案の候
補には上がらなかった。
●「労働問題講座」では男
性の家事・育児への参画に
関する内閣府のパンフレット
を配布し周知した。

●「雇用労働講座」や「知っ
て得する労働問題講座」の
講座内容案の候補として検
討する。
●人権・男女共同参画課等
からの依頼により、講座参加
事業所に対して男性の家
事・育児・介護への参画に
関する情報発信を行う。

活動指標
情報発信回数（回）

・広報きしわだ、ホーム
ページ等で育休制度の変
更点について周知する。
・市内事業所へのメール
マガジンで育休制度に関
する情報発信をする。

活動指標
情報発信回数（回）

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

8

事業所に対
する男性の
家事・育児・
介護への参
画に関する
啓発

様々な手段を活用して事
業所に情報発信を行うと
ともに、関係団体と協力し
て、男性の家事・育児・介
護への参画に関する研修
会を実施する。

事業所に対
する男性の
家事・育児・
介護への参
画に関する
啓発

様々な手段を活用して事
業所に情報発信を行うと
ともに、関係団体と協力し
て、男性の家事・育児・介
護への参画に関する研修
会を実施する。

人権・男女共同参
画課
産業政策課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

産業政策課が配信してい
る企業支援メールマガジ
ンを利用して、情報発信を
行う。

●太陽生命岸和田支社で出
前講座実施。男性と女性の家
事・育児時間の差についての
統計データを紹介し問題提起
をした。
●事業所対象研修「より良い
職場環境づくり」開催
●「クレアシオン」での育休法
改正記事の掲載

Ⅰ 1 ②

男性の家
事・育児・
介護への
参画促進

8

人権・男女共同参
画課
図書館

図

書

館

●図書・ＤＶＤを充実させ
る。選書にあたっては、ドー
ン財団(一般財団法人大
阪府男女共同参画推進
財団)の図書情報を参考
にする。
●男女共同参画週間
（6/23－6/29）に合わ
せ、男女共同参画に関連
する図書を展示する。

関連図書の展示を行っ
た。

●図書・ＤＶＤを充実させ
る。選書にあたっては、ドー
ン財団(一般財団法人大
阪府男女共同参画推進
財団)の図書情報を参考
にする。
●男女共同参画週間
（6/23－6/29）に合わ
せ、男女共同参画に関連
する図書を展示する。

活動指標
関連テーマ展示の開催

●男女共同参画週間
（6/23－6/29）に合わ
せ、関連する図書を展示
する。
●男女共同参画意識の
浸透のため、定期的に上
映会を開催する。

活動指標
図書・ＤＶＤの購入数（冊）

Ⅰ 1 ③

男女共同
参画の意
識づくりの
ための情
報の収
集・提供

9

図書・DVD
の充実と有
効活用

時代の動きや社会ニーズ
に沿った図書・ＤＶＤを購
入するとともに、図書・ＤＶ
Ｄの概要を広く周知し貸
し出すことで、男女共同参
画の意識の浸透を図る。

図書・DVD
の充実と有
効活用

時代の動きや社会ニーズ
に沿った図書・ＤＶＤを購
入するとともに、図書・ＤＶ
Ｄの概要を広く周知し貸
し出すことで、男女共同参
画の意識の浸透を図る。

人権・男女共同参
画課
図書館

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●新刊図書・ＤＶＤの購入
●新刊図書・ＤＶＤの概要
をまとめた案内パンフレッ
トを作成し各施設に配架
●「クレアシオン」等で新
刊案内

・図書50冊とＤＶＤ２枚を
購入。
・「クレアシオン」で新規購
入図書を案内。
・４月にDVD上映会を開
催。

Ⅰ 1 ③

男女共同
参画の意
識づくりの
ための情
報の収
集・提供

9
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 3

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 2

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － 1 －

実績 －

評価 － －

広報広聴課
人権・男女共同参
画課

広

報

広

聴

課

チラシやポスター作成時、
表現や写真・イラストなど
の注意点をまとめたり、届
出用紙などの性別の記載
をなくすなど、職員が実践
できることについて人権・
男女共同参画課と意見
交換する。

広報紙掲載内容の検討段階に
おいて疑義があった場合に、人
権・男女共同参画課と意見交
換し、記事掲載依頼課と話し合
う場を持てた。また、掲載内容
などについて市民などから意
見があった場合についても、他
市の事例なども踏まえ、人権・
男女共同参画課と意見を交換
できた。

チラシやポスター作成時
の表現や写真・イラストに
関する注意点をまとめた
り、人権・男女共同参画課
と意見交換する。

活動指標
意見交換の実施回数（回）

人権・男女共同参画課の
ホームページに内閣府男
女共同参画局の情報を
掲載する項目を設け、随
時、新しい情報を発信す
る。

活動指標
・情報発信数（回）

Ⅰ 1 ③

男女共同
参画の意
識づくりの
ための情
報の収
集・提供

11

男女共同参
画の視点か
らの市の広
報物に関す
るガイドライ
ンの作成

性別による役割分担意識
を助長することのない、人
権に配慮した広報物を作
成するため、全庁で使用
できるガイドラインを作成
する。

国の動向・
新たな制度
等について
の情報発信

国の動向・新たな制度の
創設や改正等について、
絶えずアンテナを張り、必
要な情報をわかりやすく
市民に伝える。
【市民に限定せず】

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

「クレアシオン」やホーム
ページ等で国の動向や制
度等について周知する。

「ジェンダーギャップ指
数」、「積極的改善措
置」、「改正育児・介護休
業法」についてクレアシオ
ンで記事を掲載した。

Ⅰ 1 ③

男女共同
参画の意
識づくりの
ための情
報の収
集・提供

10

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

今年度は実施しない。（プ
ラン中間年の前年、令和
６年度に実施予定）

今年度は実施しない。（プ
ラン中間年の前年、令和
６年度に実施予定）

今年度は実施しない。（プ
ラン中間年の前年、令和
６年度に実施予定）

活動指標
市民意識調査の実施（回）

大阪府のガイドライン以
外に、配慮すべき項目が
あれば、各課に情報提供
する。

活動指標
意見交換の実施

Ⅰ 1 ③

男女共同
参画の意
識づくりの
ための情
報の収
集・提供

12
市民意識調
査の実施

市民の男女共同参画に
関する意識を把握するた
め、市民意識調査を実施
するとともに、本プランの
見直しの基礎資料とする。

男女共同参
画の視点か
らの市の広
報物に関す
るガイドライ
ンの作成

性別による役割分担意識
を助長することのない、人
権に配慮した広報物を作
成するため、全庁で使用
できるガイドラインを作成
する。

広報広聴課
人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

表現に関するガイドライン
を作成する。

ガイドラインは作成せず、
令和３年３月に大阪府発
行の「男女共同参画社会
の実現をめざす表現ガイ
ドライン」を活用することと
した。各課で閲覧できるよ
うにするとともに職員研修
で紹介した。

Ⅰ 1 ③

男女共同
参画の意
識づくりの
ための情
報の収
集・提供

11
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － 1 －

実績 － －

評価 － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 100 100 100 100 100

実績 100 100

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 10 8 8 8 8

実績 6

評価 － C

人権・男女共同参
画課
産業高校学務課
人権教育課

産

業

高

校

学

務

課

人権・男女共同参画課、
教頭及び担当教諭と協力
し、生徒への意識調査を
実施する。

今年度実施なし

人権・男女共同参画課、
教頭及び担当教諭と協力
し、生徒への意識調査を
実施する。

活動指標
人権・男女共同参画課が実施する調査への協力

今年度は実施しない。（プ
ラン中間年の前年、令和
６年度に実施予定）

活動指標
調査の実施（回）

Ⅰ 1 ③

男女共同
参画の意
識づくりの
ための情
報の収
集・提供

13

小・中・高校
生への意識
調査の実施

若年層の男女共同参画
に関する意識を把握する
ため、小・中学生、高校生
への意識調査を実施す
る。

小・中・高校
生への意識
調査の実施

若年層の男女共同参画
に関する意識を把握する
ため、小・中学生、高校生
への意識調査を実施す
る。

人権・男女共同参
画課
産業高校学務課
人権教育課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

今年度は実施しない。（プ
ラン中間年の前年、令和
６年度に実施予定）

今年度は実施しない。（プ
ラン中間年の前年、令和
６年度に実施予定）

Ⅰ 1 ③

男女共同
参画の意
識づくりの
ための情
報の収
集・提供

13

人権・男女共同参
画課
生涯学習課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男女共同参画フォーラム
や性別役割分担意識の
解消に向けた講座を開催
する。

●コロナ禍により男女共同参
画フォーラムは延期。
●「今」をニュースからまるっと

わかりやすく聞けちゃう講座
（全２回）
●与謝野晶子ってすごいね講
座（全２回）、紫式部の模索～
わたしらしく生きる～
●パートナー同士で家事を協
力し合っていますか～ワンオペ
家事よサヨウナラ～を開催

性別による固定的な役割
分担意識の払拭のため、
男女共同参画フォーラム
や男女共同参画センター
の講座を開催する。

活動指標
講座開催数（回）

学校生活アンケートなど
で、小中高生の意識の実
態を把握する。

活動指標
生活アンケート実施校の割合（％）

Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

14

性別による
固定的な役
割分担意識
の払拭のた
めの学習機
会の提供と
充実

性別による固定的な役割
分担意識の歴史的背景
やその後の経緯、今なお
根強く残る実態を知り、そ
れらの解消に向けた講座
を開催する。

小・中・高校
生への意識
調査の実施

若年層の男女共同参画
に関する意識を把握する
ため、小・中学生、高校生
への意識調査を実施す
る。

人権・男女共同参
画課
産業高校学務課
人権教育課

人

権

教

育

課

学校生活アンケートなど
で、小中高生の意識の実
態を把握する。

小・中・高全ての学校で、
生活アンケートを実施し、
実態を把握できた。

Ⅰ 1 ③

男女共同
参画の意
識づくりの
ための情
報の収
集・提供

13
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 3 3 3 3 3

実績 3

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 6 6 6 6 6

実績 6 6

評価 － B

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
健康推進課
介護保険課
人権教育課
生涯学習課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

ミドル・シニアを対象に就
職応援講座を開催

ミドル・シニアの就職応
援！講座（全３回）を開催

50代以降の男性を対象
に退職後の生き方を考え
る講座を開催する。

活動指標
講座開催数（回）

共働き世帯対象の講座を
開催する。

活動指標
・講座開催数（回）

Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

15

ライフステー
ジに応じた
啓発

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフス
テージに応じた講座等を
開催し、性別による固定
的な役割分担意識の払
拭に向けた啓発を行う。

性別による
固定的な役
割分担意識
の払拭のた
めの学習機
会の提供と
充実

性別による固定的な役割
分担意識の歴史的背景
やその後の経緯、今なお
根強く残る実態を知り、そ
れらの解消に向けた講座
を開催する。

人権・男女共同参
画課
生涯学習課

生

涯

学

習

課

共働き世帯対象の講座を
開催する。

短期講座「教えて、石蔵
先生！夫婦円満のコツ！～
夫婦関係、見直してみま
せんか？～」を開催。

Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

14

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
健康推進課
介護保険課
人権教育課
生涯学習課

健

康

推

進

課

パパママ教室等の参加を
通じて男性に家事・育児
など家庭での役割意識を
持ってもらうようにする。
パパママ教室：３回１クー
ル　年間６クール開催予定

3回1クールで年間6クー
ル開催予定（うち日曜日
開催3回実施）

パパママ教室等の参加を
通じて男性に家事・育児
など家庭での役割意識を
持ってもらうようにする。
パパママ教室：３回１クー
ル　年間６クール開催予定

活動指標
開催回数（クール）※1クール＝3回

老人クラブの会議等にお
いて、性別による固定的
な役割分担意識の払拭
に向けた啓発を行う。

活動指標
啓発の実施

Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

15

ライフステー
ジに応じた
啓発

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフス
テージに応じた講座等を
開催し、性別による固定
的な役割分担意識の払
拭に向けた啓発を行う。

ライフステー
ジに応じた
啓発

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフス
テージに応じた講座等を
開催し、性別による固定
的な役割分担意識の払
拭に向けた啓発を行う。

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
健康推進課
介護保険課
人権教育課
生涯学習課

福

祉

政

策

課

老人クラブの会議等にお
いて、性別による固定的
な役割分担意識の払拭
に向けた啓発を行う。

未実施Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

15
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 36 36 36 36 36

実績 36 36

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 25 25 25 25 25

実績 20 25

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 20 7 7 7 7

実績 31

評価 － A

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
健康推進課
介護保険課
人権教育課
生涯学習課

人

権

教

育

課

男女共生教育に関する
リーフレットを作成し、小
中学校へ配付する。
対象学年：小学１年生・小
学５年生・中学２年生

男女共生教育リーフレット
を小・中・高全ての学校に
配布するとともに、男女共
生教育担当者会で、活用
方法などを模擬授業形式
で説明した。

男女共生教育に関する
リーフレットを作成し、小
中学校へ配付する。
対象学年：小学１年生・小
学５年生・中学２年生

活動指標
男女共生教育に関するリーフレット配布校数（校）

家族の身体的・精神的な
介護負担の軽減、介護制
度及び相談窓口の周知
を目的に「らくらく介護教
室」（1クール５回）を開催
する。

活動指標
実施場所（カ所）

Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

15

ライフステー
ジに応じた
啓発

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフス
テージに応じた講座等を
開催し、性別による固定
的な役割分担意識の払
拭に向けた啓発を行う。

ライフステー
ジに応じた
啓発

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフス
テージに応じた講座等を
開催し、性別による固定
的な役割分担意識の払
拭に向けた啓発を行う。

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
健康推進課
介護保険課
人権教育課
生涯学習課

介

護

保

険

課

家族の身体的・精神的な
介護負担の軽減、介護制
度及び相談窓口の周知
を目的に「らくらく介護教
室」（1クール５回）を開催
する。

年２クール実施予定で
あったが、コロナ禍で開催
の調整ができなかった。

Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

15

人権・男女共同参
画課
施設所管課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●男女共同参画の視点から
の防災をテーマに、職員研
修を実施する。
●指定管理者の業務仕様
書に、従業員に対して性別
による固定的な役割分担意
識払拭に関する研修の実施
を入れることができないか
提案した。

●必須研修「なぜ男女共同参
画の視点が必要か～安心でき
る避難所づくりから考える～」

（全31回・1032人）を実施。
●実施計画作成時のヒアリン
グで、指定管理者制度の担当
課に、業務の仕様書に、従業員
に対して性別による固定的な
役割分担意識払拭に関する研
修の実施を入れることができな
いか提案した。

性別による固定的な役割
分担意識のない窓口業
務、広報活動のために、大
阪府発行「男女共同参画
社会の実現をめざす表現
ガイドライン」について周
知する。

活動指標
職員研修の実施（回）

対象とする年代に偏りが
ないよう、それぞれの年代
に応じた講座を実施する。

活動指標
講座の実施回数（回）

Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

16

市職員・指
定管理者
等、施設運
営に関わる
人への学習
機会の提供

施設運営に関わる人の男
女共同参画意識を高める
ための研修を実施すると
ともに、指定管理者に従
業員研修を義務付ける。

ライフステー
ジに応じた
啓発

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等のライフス
テージに応じた講座等を
開催し、性別による固定
的な役割分担意識の払
拭に向けた啓発を行う。

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
健康推進課
介護保険課
人権教育課
生涯学習課

生

涯

学

習

課

対象とする年代に偏りが
ないよう、それぞれの年代
に応じた講座を実施する。

短期講座15講座を開催
した。

Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

15

9 / 54 ページ



令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 0 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

人権・男女共同参
画課
産業政策課

産

業

政

策

課

●「雇用労働講座」や「知って
得する労働問題講座」の講座
内容案の候補として検討する。
●人権・男女共同参画課等か
らの依頼により、講座参加事業
所に対して性別による固定的
役割分担意識の払拭に関する
情報発信を行う。

講座内容案の候補にはあ
がらなかった。「雇用労働
講座」は中止となった。

●「雇用労働講座」や「知って
得する労働問題講座」の講座
内容案の候補として検討する。
●人権・男女共同参画課等か
らの依頼により、講座参加事業
所に対して性別による固定的
役割分担意識の払拭に関する
情報発信を行う。

活動指標
情報発信回数（回）

「企業支援メールマガジ
ンで育休制度に関する情
報発信をする。

活動指標
情報発信回数（回）

Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

17

事業所への
学習機会の
提供

関係団体と協力して、事
業所に対して性別による
固定的な役割分担意識
の払拭に向けた研修会を
実施するとともに、様々な
手段を活用して事業所に
情報発信を行う。

事業所への
学習機会の
提供

関係団体と協力して、事
業所に対して性別による
固定的な役割分担意識
の払拭に向けた研修会を
実施するとともに、様々な
手段を活用して事業所に
情報発信を行う。

人権・男女共同参
画課
産業政策課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

「企業支援メールマガジ
ン」を利用して、情報発信
を行う。

情報発信できなかった。Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

17

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

広報きしわだの特集記事
で、市民・事業者・教育関
係者の取組を紹介する。

広報きしわだ８月号の特
集記事で、きしわだ男女
共同参画推進プランを紹
介。そのなかで市民、事業
者、教育関係者の取組を
紹介した。

市民とともにプランを推進
できるように、男女共同参
画フォーラムで、地域で活
動する市民４人によるパ
ネルディスカッションを開
催する。

活動指標
推進体制の整備

●広報物やホームページ作
成の際には、性別による役
割分担意識を助長する表現
とならないよう、課内で十分
協議を行う。
●講座の講師にも、大阪府
発行「男女共同参画社会の
実現をめざす表現ガイドライ
ン」への配慮を依頼する。

活動指標
意見交換

Ⅰ 2 ①

男女共同
参画推進
体制の充
実

19

市・市民・事
業者・教育
関係者によ
る推進体制
の整備

関係団体と連携し、市・市
民・事業者・教育関係者
が協働して本プランを推
進する体制を整備する。

性別による
固定的な役
割分担意識
を助長する
表現の見直
し

情報発信の際は、男女共
同参画の視点をもち、性
別による固定的な役割分
担意識を助長することの
ない表現とする。

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●広報物やホームページ
作成の際には、性別役割
分担意識を助長する表現
とならないよう、課内で十
分協議を行う。
●広報きしわだ、ホーム
ページ等での表現につい
て、必要に応じて各課と意
見交換を行う。

●広報物やホームページ
作成の際には必ず複数で
確認した。
●広報きしわだに掲載す
る写真や記載内容につい
て、広報広聴課や担当課
と意見交換した。

Ⅰ 1 ④

性別によ
る固定的
な役割分
担意識の
払拭に向
けた啓発

18
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － 103

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 20 7 7 7 7

実績 31

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B

人事課
人権・男女共同参
画課
全課

人

事

課

●人権問題研修の機会
を活用し、男女共同参画
をテーマとした研修がで
きないか検討する。
●人権や男女共同参画、
その他の課題について、
関係各課と連携した研修
体制を検討する。

「性的少数者」、「外国人に対
するやさしい日本語」について
各テーマ２日間ずつ研修を実
施した。どちらの研修において
も「共生社会をめざす」ために
市職員が理解すべきことにつ
いて学んだが、「男女共同参
画」に特化した内容での研修
は実施していない。

●人権問題研修の機会を
活用し、男女共同参画を
テーマとした研修ができな
いか検討する。
●人権や男女共同参画、そ
の他の課題について、関係
各課と連携した研修体制を
検討する。

活動指標
計画的な研修実施体制の検討・整備（研修参加人数）

プラン推進の体制強化の
ため、推進本部の運営を
見直す。

活動指標
推進体制の充実

Ⅰ 2 ②

市職員の
男女共同
参画意識
の向上

21
市職員の意
識の向上

市職員が男女共同参画
意識をもって施策や日常
の業務を進めるために、
職員研修等を通じて意識
の向上を図る。

男女共同参
画推進本部
による推進
体制のさら
なる充実

プランの着実な実施のた
め、男女共同参画推進本
部による推進体制を強化
する。

全課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

各課の男女共同参画推
進本部実務担当者を担
当長以上から選任し、プ
ランの推進体制を強化す
る。

・実務担当者選任依頼の
際に、担当長以上から選
任するよう依頼した。
・実施計画作成時に全課
ヒアリングを実施し、具体
的な取組について検討し
た。

Ⅰ 2 ①

男女共同
参画推進
体制の充
実

20

人権・男女共同参
画課
全課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男女共同参画推進本部
実務担当者研修を実施す
る。

「最近よく聞く『SDGｓ』っ
てなに？」を開催。

男女共同参画推進本部
実務担当者研修を実施す
る。

活動指標
男女共同参画実務担当者研修の実施回数（回）

職員の1/3を対象に避難
所運営ゲーム（HUG）を
活用して、男女のニーズ
の違いに配慮した避難所
運営に関する研修を実施
する。

活動指標
職員研修の実施（回）

Ⅰ 2 ②

市職員の
男女共同
参画意識
の向上

22

各課で男女
共同参画を
推進する
リーダーの
育成

男女共同参画に関する施
策を円滑に推進するリー
ダーを育成すため、研修
を実施する。

市職員の意
識の向上

市職員が男女共同参画
意識をもって施策や日常
の業務を進めるために、
職員研修等を通じて意識
の向上を図る。

人事課
人権・男女共同参
画課
全課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男女共同参画の視点から
の防災をテーマに、職員
研修を実施する。集合研
修を基本とし、ｅラーニン
グによる研修も選択でき
るようにする。

必須研修「なぜ男女共同
参画の視点が必要か～安
心できる避難所づくりか
ら考える～」（全31回・
1032人）を実施。
対面による研修を重視し
ｅラーニングは実施しな
かった。

Ⅰ 2 ②

市職員の
男女共同
参画意識
の向上

21
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 45 45 45 45 45

実績 24

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 6 6 6 6 6

実績 6

評価 － B

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

（施策番号21と同じ）
男女共同参画の視点から
の防災をテーマに、職員
研修を実施する。集合研
修を基本とし、ｅラーニン
グによる研修も選択でき
るようにする。

（施策番号21と同じ）
必須研修「なぜ男女共同
参画の視点が必要か～安
心できる避難所づくりか
ら考える～」（全31回・
1032人）を実施。
対面による研修を重視し
ｅラーニングは実施しな
かった。

（施策番号21と同じ）
職員の1/3を対象に避難
所運営ゲーム（HUG）を
活用して、男女のニーズ
の違いに配慮した避難所
運営に関する研修を実施
する。

活動指標
研修の充実と参加促進

研修の場を設けるだけで
なく、研修中にもフィード
バックを行うことで、参加
者に意識を共有してもら
い、職員の意識向上・意
識改革を図る。

活動指標
研修の充実

Ⅰ 2 ②

市職員の
男女共同
参画意識
の向上

23
研修の充実
と参加促進

業務に関連づけて考えら
れる研修内容にしたり、参
加しやすい時間帯に開催
するなど、職員研修の内
容や方法を工夫する。

研修の充実
と参加促進

業務に関連づけて考えら
れる研修内容にしたり、参
加しやすい時間帯に開催
するなど、職員研修の内
容や方法を工夫する。

人事課
人権・男女共同参
画課

人

事

課

業務に関連づけて考えら
れる研修内容にしたり、参
加しやすい時間帯に開催
するなど、職員研修の内
容や方法を工夫する。

研修冒頭や終了時に業
務と関連付けられるよう
説明したり、外部職場の
職員が参加しやすいよう
工夫できた。

Ⅰ 2 ②

市職員の
男女共同
参画意識
の向上

23

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●広報、ホームページ等で男女
共同参画センターの講座等の

事業を周知する。
●「クレアシオン」で講座の案
内、報告及び男女共同参画に
関する情報を発信する。
●利用者拡大をめざし、男女
共同参画センター・大宮地区公
民館合同まつりを開催する。

●各種媒体により事業を周
知
●「クレアシオン」で、ジェン
ダーギャップ指数、積極的格
差改善措置、改正育児・休
業法、男女共同参画の視点
のある災害対応について啓
発
●コロナ禍のため合同まつ
り」は中止

●「クレアシオン」で、講座
情報、国の動向に関する
情報発信を行う。
●利用者拡大をめざし、
男女共同参画センター・
大宮地区公民館合同ま
つりを開催する。

活動指標
・クレアシオン発行回数（回）

●男性対象の家事・育
児・介護の講座を充実さ
せる。
●広報物へのQRコード
記載などにより、わかりや
すい情報発信に努める。

活動指標
講座開催回数（回）

Ⅰ 2 ③

男女共同
参画セン
ターの機
能充実

25
情報発信の
拡大

男女共同参画センターそ
のものの存在と役割を周
知するとともに、男女共同
参画についての様々な情
報発信を行う。

学習機会の
提供と充実

男女共同参画社会の実
現に向けて、男女共同参
画意識の醸成、スキルアッ
プ、男性の家事参加等、
多種多様な講座を開催す
る。

人事課
人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

各種講座を開催する。

男女共同参画社会への
理解促進に関するもの12
講座、労働の分野におけ
る推進に関するもの３講
座、政策や意思決定の場
への推進に関するもの８
講座、防災分野に関する
もの１講座を実施。

Ⅰ 2 ③

男女共同
参画セン
ターの機
能充実

24
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 90 100 110 120 120

実績 112

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 11 12 12 13 13

実績 11

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － C

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●登録グループの活動の
場の提供
●活動成果を発表するた
め「合同まつり」を開催す
る。

●登録グループのセン
ター利用回数延べ207
回、利用者数1818人。
●コロナ禍のため、「合同
まつり」は中止。

●登録グループの活動の
場の提供
●登録グループとの共催
講座の実施
●活動成果を発表するた
め、「合同まつり」を開催
する。

活動指標
登録グループ数（団体数）

●女性のための面接相
談の実施回数を月１回か
ら２回に変更し、相談機会
を拡大する。
●オンライン面接の利用
拡大のため制度の周知を
する。

活動指標
電話・面接相談件数（件）

Ⅰ 2 ③

男女共同
参画セン
ターの機
能充実

27

登録グルー
プの育成・
支援

男女共同参画社会の実
現をめざした活動や学習
を行い、一定の要件を満
たした団体を、登録グルー
プとして認定し、学習や会
合などの活動の場の提供
や情報提供、活動等のア
ドバイス、器材の貸出し等
の支援を行う。

相談機能の
強化

女性の様々な不安や悩み
を解消するとともに自立を
支援するため、電話相談・
面接相談を実施する。ま
た、気軽に相談できるよう
ＳＮＳ等を使った手法を検
討する。

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●電話相談（毎週水曜日
午前10時～12時・毎週
土曜日午後1時～3時）を
実施
●面接相談（毎月第2金
曜日午前10時～12時
50分）を実施
●オンライン、チャット等を
使用した相談手法の検討

●電話相談（10件）と面
接相談（102件）につい
て計画に記載のとおり実
施。
●10月からオンラインに
よる面接相談を開始した。

Ⅰ 2 ③

男女共同
参画セン
ターの機
能充実

26

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

実施計画の中間実績報
告時には、関係課で懸案
事項や課題を共有する機
会を設ける。

関連する施策ごとに課題
を共有する機会を設ける
ことはできなかった。

各課がプラン推進に取り
組みやすい実施方法を検
討する。

活動指標
効果的な進行管理

引き続き、活動指標の達
成度による評価を行う。

活動指標
検証方法を含めた実施計画の立案

Ⅰ 2 ④

男女共同
参画推進
プランの
進行管理

29

男女共同参
画推進本部
による進行
管理

男女共同参画推進本部
会議や幹事会、実務担当
者会において、進捗状況
を把握するとともに、懸案
事項や課題などを共有す
ることで、効率的・効果的
な進行管理を行う。

検証方法を
含めた実施
計画の立案

男女共同参画が、どの程
度進んだのか、検証でき
るよう、実施計画作成時
には、できるかぎり、数値
目標を設定し、数値による
評価を行う。数値目標を
設定できないものは、評
価の理由を明確にする。

全課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

指標を用いた評価の仕組
みをつくる。

各課の実情や課題を共
有し、各課との対話によっ
て具体的な取組の検討や
指標を用いた評価の仕組
みをつくった。

Ⅰ 2 ④

男女共同
参画推進
プランの
進行管理

28
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 36 36 36 36 36

実績 36

評価 － A

産業高校学務課
学校教育課
人権教育課

産

業

高

校

学

務

課

人権・男女共同参画課協
力のもと、啓発資料等を
教諭・生徒に配布する。

「男女共同参画フォーラ
ム」のチラシ等を配架し、
周知した。

人権・男女共同参画課協
力のもと、啓発資料等を
教諭・生徒に配布する。

活動指標
啓発資料等の配布

男女共同参画推進審議
会の意見を反映したプラ
ンの進行ができるスケ
ジュールを再考する。

活動指標
客観的な立場からの評価・意見の反映方法の確立

Ⅰ 3 ①

多様な生
き方を認
める学校
教育の充
実

31

小・中・高校
での男女共
生教育の充
実

子ども一人ひとりが性別
にとらわれることなく自分
らしく生きていくことがで
きるよう、年齢に応じた男
女共生教育の取組を進
める。

男女共同参
画推進審議
会による進
行管理

男女共同参画推進審議
会においては、客観的な
立場から計画の進捗状況
を検証し、懸案事項や課
題について助言を行いな
がら進行管理を行う。

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

計画の進捗状況を報告
し、計画の変更や課題の
追加について総合的な評
価を得る。

審議会を２回開催。
令和3年度の進捗状況及
び懸案事項について
助言を得た。

Ⅰ 2 ④

男女共同
参画推進
プランの
進行管理

30

産業高校学務課
学校教育課
人権教育課

人

権

教

育

課

男女共生教育に関する
リーフレットを作成し、小
中学校へ配付し、授業等
の教材とする。
対象学年：小学１年生・小
学５年生・中学２年生

男女共生教育リーフレット
を小・中・高全ての学校に
配布し、各学校で学習教
材として活用した。
今後のリーフレット作成に
生かすため、授業後アン
ケートを実施した。

男女共生教育に関する
リーフレットを小中学校へ
配付し、授業等の教材と
する。
対象学年：小学１年生・小
学５年生・中学２年生

活動指標
男女共生教育に関するリーフレット配布校数（校）

「特別の教科　道徳」にお
いて、誰に対しても分け隔
てをせず、公正、公平な態
度で接することについて
丁寧に指導するよう、各校
に周知する。

活動指標
「特別の教科 道徳」のおいて、内容項目を丁寧に指導
することを各校へ周知

Ⅰ 3 ①

多様な生
き方を認
める学校
教育の充
実

31

小・中・高校
での男女共
生教育の充
実

子ども一人ひとりが性別
にとらわれることなく自分
らしく生きていくことがで
きるよう、年齢に応じた男
女共生教育の取組を進
める。

小・中・高校
での男女共
生教育の充
実

子ども一人ひとりが性別
にとらわれることなく自分
らしく生きていくことがで
きるよう、年齢に応じた男
女共生教育の取組を進
める。

産業高校学務課
学校教育課
人権教育課

学

校

教

育

課

「特別の教科　道徳」にお
いて、誰に対しても分け隔
てをせず、公正、公平な態
度で接することについて
丁寧に指導するよう、各校
に周知する。

道徳教師連絡会や、道徳
教育の研修会において、
指導を行った。
また、各校を訪問した際
に、適宜指導を行った。

Ⅰ 3 ①

多様な生
き方を認
める学校
教育の充
実

31
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 61 61 61 61 61

実績 61 61

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

産業高校学務課
学校教育課
人権教育課

学

校

教

育

課

各校園が「キャリア教育年
間計画」に基づいた進路指
導・キャリア教育を進めるこ
と、また「キャリア・パスポー
ト」を活用すること等により
固定的な役割分担意識にと
らわれることなく進路を選択
できるよう、系統的・継続的
なキャリア教育を行う。

キャリア教育の担当者会
を通じて、適切なキャリア
教育が各校園において実
施されるよう、研修を行う
とともに、適宜情報提供を
行った。

各校園が「キャリア教育年
間計画」に基づいた進路指
導・キャリア教育を進めるこ
と、また「キャリア・パスポー
ト」を活用すること等により
固定的な役割分担意識にと
らわれることなく進路を選択
できるよう、系統的・継続的
なキャリア教育を行う。

活動指標
「キャリア・パスポート」活用の推進

人権・男女共同参画課協
力のもと、啓発資料等を
教諭・生徒に配布する。

活動指標
啓発資料等の配布

Ⅰ 3 ①

多様な生
き方を認
める学校
教育の充
実

32

性別による
固定的な役
割分担意識
にとらわれ
ない進路指
導・キャリア
教育

性別による固定的な役割
分担意識にとらわれるこ
となく進路を選択できるよ
う、系統的・継続的なキャ
リア教育を行う。

性別による
固定的な役
割分担意識
にとらわれ
ない進路指
導・キャリア
教育

性別による固定的な役割
分担意識にとらわれるこ
となく進路を選択できるよ
う、系統的・継続的なキャ
リア教育を行う。

産業高校学務課
学校教育課
人権教育課

産

業

高

校

学

務

課

人権・男女共同参画課協
力のもと、啓発資料等を
教諭・生徒に配布する。

「男女共同参画フォーラ
ム」のチラシ等を配架し、
周知した。

Ⅰ 3 ①

多様な生
き方を認
める学校
教育の充
実

32

人権・男女共同参
画課
人権教育課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

内閣府等から男女共同
参画意識を育む教材や、
他市での取組に関する情
報提供があれば、教育委
員会等と情報共有を行
う。

●男女共同参画をテーマとし
た副教材「しょう太くんとあや

ちゃん　どうしたら いいかな？」
等、内閣府からの教育関係の
データを教育委員会と情報共
有をした。
●岸和田高等学校課題研究ゼ
ミ生に男女共同参画に関する
ミニ講義を実施した。

幼稚園・保育所（園）等
で、子どもを対象に講座
を開催する。

活動指標
教育委員会との情報共有

男女共生教育担当者会
や人権教育研修会等を
通じて、性別による固定的
な役割分担意識にとらわ
れない進路指導・キャリア
教育について、各教職員
の共通認識を図る。

活動指標
男女共生教育担当者会等への参加者数（人）

Ⅰ 3 ②

学校園に
おける意
識づくり

33

性別による
固定的な役
割分担意識
の解消

子ども一人ひとりが男女
共同参画の意識を育み、
固定的な役割分担意識
にとらわれず、その能力や
個性を尊重した生き方を
選択できるよう教育を行
う。

性別による
固定的な役
割分担意識
にとらわれ
ない進路指
導・キャリア
教育

性別による固定的な役割
分担意識にとらわれるこ
となく進路を選択できるよ
う、系統的・継続的なキャ
リア教育を行う。

産業高校学務課
学校教育課
人権教育課

人

権

教

育

課

男女共生教育担当者会
や人権教育研修会等を
通じて、性別による固定的
な役割分担意識にとらわ
れない進路指導・キャリア
教育について、各教職員
の共通認識を図る。

大阪府府民文化部男女参画・

府民協働課が作成した教材
「男女共同参画について考えよ
う」を各校に配布したり、文部
科学省が作成した「学校にお
ける男女共同参画の推進のた
めの教員研修プログラム」を活
用し、男女共生教育担当者会
で説明したりして共通認識を
図った。

Ⅰ 3 ①

多様な生
き方を認
める学校
教育の充
実

32
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 36 36 36 36 36

実績 36 36

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 － 1 － 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 214 20 20 20 20

実績 － 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － 2

評価 － A

人権・男女共同参
画課
子育て施設課
教育総務部総務
課
人権教育課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

子どもが自己肯定感を育
み、性別にとらわれない生
き方を選択できるよう、子
どもに接する際に必要な
視点を学ぶための研修を
実施する。

チビッコホーム（学童保
育）支援員、補助員を対
象に研修「子どもが自信
をつける言葉がけ～女ら
しい・男らしい・あたり前っ
てどういうこと？～」を実施
した。

（施策番号33参照）
今年度は、実施しない。

活動指標
研修の実施回数（回）

男女共生教育に関する
リーフレットを小中学校へ
配付し、授業等の教材と
する。
対象学年：小学１年生・小
学５年生・中学２年生

活動指標
男女共生教育に関するリーフレット配布校数（校）
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学校園に
おける意
識づくり
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教職員・保
育士への学
習機会の提
供

教職員に対し、大阪府等
が実施する教育現場にお
いて必要となる各種研修
（子に関する人権研修含
む）に関し情報提供を行
い、学習機会を提供する。

性別による
固定的な役
割分担意識
の解消

子ども一人ひとりが男女
共同参画の意識を育み、
固定的な役割分担意識
にとらわれず、その能力や
個性を尊重した生き方を
選択できるよう教育を行
う。

人権・男女共同参
画課
人権教育課

人

権

教

育

課

男女共生教育に関する
リーフレットを作成し、小
中学校へ配付し、授業等
の教材とする。
対象学年：小学１年生・小
学５年生・中学２年生

男女共生教育リーフレット
を小・中・高全ての学校に
配布し、各学校で学習教
材として活用した。
今後のリーフレット作成に
生かすため、授業後アン
ケートを実施した。

Ⅰ 3 ②

学校園に
おける意
識づくり

33

人権・男女共同参
画課
子育て施設課
教育総務部総務
課
人権教育課

教

育

総

務

部

総

務

課

教職員に対し、大阪府等
が実施する教育現場にお
いて必要となる各種研修
（子に関する人権研修含
む）に関し情報提供を行
い、学習機会を提供する。

下記研修について、教育
現場に情報提供を行い、
学習機会を提供した。
・「児童・生徒に対するセ
クシュアル・ハラスメントの
防止について」（1/25実
施）
・「出産・育児等につい
て」（11/30実施）

教職員に対し、大阪府等
が実施する教育現場にお
いて必要となる各種研修
（子に関する人権研修含
む）に関し情報提供を行
い、学習機会を提供する。

活動指標
研修に関する情報提供

●保育施設等の職員に男女共

同参画に関する職員研修を積
極的に周知し、研修への参加
を促すとともに、各保育施設等
で研修内容の共有を図る。
●関係課と協力して男女共同
参画に関する研修の開催や情
報提供について検討する。（保
育所等施設）

活動指標
男女共同参画に関する研修会への参加人数（人）
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学校園に
おける意
識づくり

34

教職員・保
育士への学
習機会の提
供

教職員に対し、大阪府等
が実施する教育現場にお
いて必要となる各種研修
（子に関する人権研修含
む）に関し情報提供を行
い、学習機会を提供する。

教職員・保
育士への学
習機会の提
供

教職員に対し、大阪府等
が実施する教育現場にお
いて必要となる各種研修
（子に関する人権研修含
む）に関し情報提供を行
い、学習機会を提供する。

人権・男女共同参
画課
子育て施設課
教育総務部総務
課
人権教育課

子

育

て

施

設

課

保育施設等の職員に男
女共同参画に関する職員
研修を積極的に周知し、
研修への参加を促す。ま
た、関係課と協力して男
女共同参画に関する研修
の開催や情報提供につい
て検討する。（保育所等施
設）

●保育施設等の職員に男
女共同参画に関する職員研
修を周知し、研修参加を促
したが、全員対象の必須研
修へ参加は困難だった。
●男女共同参画に関する研
修の開催については、新型
コロナウイルス感染拡大の
影響もあり、実施できなかっ
た。

Ⅰ 3 ②

学校園に
おける意
識づくり
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 61 61 61 61 61

実績 61 61

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － - 2 - 2 -

実績 -

評価 － -

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1200 1200 1200 1200 1200

実績 1100 1158

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1

評価 － B

人権・男女共同参
画課
人権教育課
生涯学習課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

子どもたちが、性別にか
かわらず「自分らしく」自
由な発想で、あらゆる可
能性に向かって進んでい
けるよう、保護者に対し
て、情報の提供を行う。

今年度の実施はなし。

親が無意識にもっている
ジェンダーバイアスに気づ
き、子どもの性別にかか
わらず、個性を育み、伸ば
す方法について考える講
座を開催する。

活動指標
講座開催回数（回）

男女共生教育担当者会や人権
教育研修会等を実施すること
で、さまざまな課題に沿った学
習の機会を提供する。

活動指標
男女共生教育担当者会等への参加者数（人）

Ⅰ 3 ③

家庭や地
域におけ
る意識づ
くり

35

保護者への
学習機会の
提供

保護者に対して男女共同
参画の視点を取り入れた
研修会や講演会を開催す
るなど、学習機会を提供
する。

教職員・保
育士への学
習機会の提
供

教職員に対し、大阪府等
が実施する教育現場にお
いて必要となる各種研修
（子に関する人権研修含
む）に関し情報提供を行
い、学習機会を提供する。

人権・男女共同参
画課
子育て施設課
教育総務部総務
課
人権教育課

人

権

教

育

課

男女共生教育担当者会
や人権教育研修会等を
実施することで、さまざま
な課題に沿った学習の機
会を提供する。

大阪府府民文化部男女参画・
府民協働課が作成した教材
「男女共同参画について考えよ
う」を各校に配布したり、文部
科学省が作成した「学校にお
ける男女共同参画の推進のた
めの教員研修プログラム」を活
用し、男女共生教育担当者会
で説明したりするなど教職員に
対する学習機会を提供した。

Ⅰ 3 ②

学校園に
おける意
識づくり

34

人権・男女共同参
画課
人権教育課
生涯学習課

生

涯

学

習

課

●保護者に対して男女共
同参画の視点を取り入れ
た研修会や講演会を開催
する。
●家庭教育学級の活動
を支援する。

小学生の子どもをもつ保
護者対象の家庭教育学
級「和音（わおん）」を新
しく開設した。

●保護者に対して男女共
同参画の視点を取り入れ
た研修会や講演会を開催
する。
●家庭教育学級の活動
を支援する。

活動指標
新規家庭教育学級数

「人権を守る作品展」の
実施や「人権作品集なか
ま」を作成し、配布する。
子どもたちの作品を通じ
て、能力や個性を尊重す
ることの大切さ等につい
て学ぶ機会とすることを目
的の１つとする。

活動指標
作品展参加者数（人）
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保護者への
学習機会の
提供

保護者に対して男女共同
参画の視点を取り入れた
研修会や講演会を開催す
るなど、学習機会を提供
する。

保護者への
学習機会の
提供

保護者に対して男女共同
参画の視点を取り入れた
研修会や講演会を開催す
るなど、学習機会を提供
する。

人権・男女共同参
画課
人権教育課
生涯学習課

人

権

教

育

課

「人権を守る作品展」の
実施や「人権作品集なか
ま」を作成し、配布する。
子どもたちの作品を通じ
て、能力や個性を尊重す
ることの大切さ等につい
て学ぶ機会とすることを目
的の１つとする。

12月3日～5日「人権を
守る作品展」をマドカホー
ルで実施した。
3月中に「人権作品集な
かま」を作成し、各学校園
を通じて配布。

Ⅰ 3 ③
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － 2 － 2 －

実績 －

評価 － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 0 0

評価 － D

人事課
人権・男女共同参
画課
産業政策課
関係各課

人

事

課

仕事と子育て、仕事と介
護等の両立のための環境
整備を行う。

各種制度について、全職
員が確認できるよう、庶務
研修資料としてデータで
共有していくよう計画中
である。

仕事と子育て、仕事と介
護等の両立のための環境
整備を行う。まずは、仕事
と子育ての両立のための
「妊娠・出産・育児にかか
る休暇・休業の一覧表」
を作成し、職員に周知を
行う。

活動指標

（施策番号35参照）
性別役割分担意識にとら
われず、子どもの個性を
伸ばすための講座を開催
する際に、地域で子どもに
関わる活動をしている人、
団体に案内をする。

活動指標
研修の実施回数（回）

Ⅱ 1 ①

多様な働
き方への
支援

37

仕事と子育
て、仕事と
介護の両立
等に関する
支援体制の
充実

仕事と子育て、仕事と介
護等の両立のための制度
について、様々な手段を
通して情報発信をする。ま
た、多様な働き方を選択
できる環境整備をする。

地域で子ど
もに関わる
人への学習
機会の提供

子どもたちが性別による
固定的な役割分担意識
にとらわれず、その能力や
個性を尊重した生き方を
選択することを支援でき
るよう、地域で子どもに関
わる人たちに対して研修
会や講演会を開催する。

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

今年度は実施しないが、
次年度以降で、地域で子
どもに関わる人を対象に、
子どもが自己肯定感を育
み、性別にとらわれない生
き方を選択できるよう、子
どもに接する際に必要な
視点を学ぶための研修を
実施する。

今年度の実施はなし。
４年度以降に実施予定。

Ⅰ 3 ③

家庭や地
域におけ
る意識づ
くり

36

人事課
人権・男女共同参
画課
産業政策課
関係各課

産

業

政

策

課

他機関からの依頼により、
「雇用労働講座」や「知っ
て得する労働問題講座」
の講座参加者に対して情
報発信を行う。

・「雇用労働講座」は中止
となった。
・「労働問題講座」では男
性の家事・育児への参画
に関する内閣府パンフ
レットを配布し周知した。

他機関からの依頼により、
「雇用労働講座」や「知っ
て得する労働問題講座」
の講座参加者に対して情
報発信を行う。

活動指標
情報発信回数（回）

介護や子育てに関する講
座開催の際に、各種制度
の案内ちらし、パンフレット
等を配布し、仕事との両
立支援に関する情報提供
を行う。

活動指標
各種制度に関する情報提供

Ⅱ 1 ①

多様な働
き方への
支援

37

仕事と子育
て、仕事と
介護の両立
等に関する
支援体制の
充実

仕事と子育て、仕事と介
護等の両立のための制度
について、様々な手段を
通して情報発信をする。ま
た、多様な働き方を選択
できる環境整備をする。

仕事と子育
て、仕事と
介護の両立
等に関する
支援体制の
充実

仕事と子育て、仕事と介
護等の両立のための制度
について、様々な手段を
通して情報発信をする。ま
た、多様な働き方を選択
できる環境整備をする。

人事課
人権・男女共同参
画課
産業政策課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

仕事と子育て、仕事と介
護の両立のための各種制
度についての情報発信を
する。

男女共同参画センターロ
ビーに各種制度の手引
き、ハンドブックを配架し
情報提供をした。

Ⅱ 1 ①

多様な働
き方への
支援

37
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 3 － 3 － 3

実績 3

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 75 75 75 75 75

実績 70 46

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 3 - 3 - 3

実績 3

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 67 67 67 67 67

実績 53.1

評価 －

人権・男女共同参
画課
産業政策課

産

業

政

策

課

女性のプチ起業セミナー
を開催し、起業支援を行
う。また、必要に応じて「岸
和田ビジネスサポートセン
ター Kishi-Biz（キシビ
ズ）」などを紹介する。

プチ起業セミナー参加者
数
8/26開催分　25人
11/25開催分　21人

資格取得講座を開催し、
就労支援を行う。（取得可
能資格：介護職、ﾌｫｰｸﾘﾌ
ﾄ）また、必要に応じて「岸
和田ビジネスサポートセン
ター Kishi-Biz（キシビ
ズ）」などを紹介する。

活動指標
・講座参加者数（人）

今年度は実施しない。

活動指標
講座開催数（回）

Ⅱ 1 ②

就職・再
就職・起
業をめざ
す女性へ
の支援

38

学習機会の
提供・情報
提供

女性の就職・再就職や起
業に関する講座を開催す
るとともに、様々な手段を
通じて情報を提供する。

学習機会の
提供・情報
提供

女性の就職・再就職や起
業に関する講座を開催す
るとともに、様々な手段を
通じて情報を提供する。

人権・男女共同参
画課
産業政策課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

（施策番号15と同じ）
ミドル・シニアを対象に就
職応援講座を開催

（施策番号15と同じ）
ミドル・シニアの就職応
援！講座（全３回）を開催

Ⅱ 1 ②

就職・再
就職・起
業をめざ
す女性へ
の支援

38

人権・男女共同参
画課
生活福祉課
子ども家庭課
産業政策課

生

活

福

祉

課

生活保護受給中の女性
に対して、将来的に自立
できるよう、就労支援プロ
グラムを利用して就労の
機会を増やす。

コロナ禍の影響はあるも
のの、就労支援対象者に
対して、早期自立につな
がるよう、就労支援プログ
ラムの利用を促した。

生活保護受給中の女性
に対して、将来的に自立
できるよう、就労支援プロ
グラムを利用して就労の
機会を増やす。

活動指標
４月１日時点の就労支援対象者の就職率（％）

今年度は実施しない。

活動指標
講座開催数（回）

Ⅱ 1 ②

就職・再
就職・起
業をめざ
す女性へ
の支援

39

女性の能力
開発とスキ
ルアップへ
の支援

就職や再就職、起業を希
望する女性を対象に、情
報提供や相談、能力開発
やスキルアップのための
講座等を開催する。

女性の能力
開発とスキ
ルアップへ
の支援

就職や再就職、起業を希
望する女性を対象に、情
報提供や相談、能力開発
やスキルアップのための
講座等を開催する。

人権・男女共同参
画課
生活福祉課
子ども家庭課
産業政策課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

（施策番号15・38と同じ）

ミドル・シニアを対象に就
職応援講座を開催

（施策番号15・38と同じ）

ミドル・シニアの就職応
援！講座（全３回）を開催

Ⅱ 1 ②

就職・再
就職・起
業をめざ
す女性へ
の支援

39
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 30 30 30 30 30

実績 32 33

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 75 75 75 75 75

実績 70 46

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 12 12 12 12 12

実績 8 9

評価 － C

人権・男女共同参
画課
生活福祉課
子ども家庭課
産業政策課

産

業

政

策

課

●女性のプチ起業セミナー
を開催し、起業支援を行う。
また、必要に応じて「岸和田
ビジネスサポートセンター
Kishi-Biz（キシビズ）」など
を紹介する。
●資格取得講座を開催し、
就労支援を行う。（取得可能
資格：介護職、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、登
録販売者）

プチ起業セミナー参加者
数　　8/26開催分　25人
11/25開催分　21人

資格取得講座を開催し、
就労支援を行う。（取得可
能資格：介護職、ﾌｫｰｸﾘﾌ
ﾄ）また、必要に応じて「岸
和田ビジネスサポートセン
ター Kishi-Biz（キシビ
ズ）」などを紹介する。

活動指標
セミナー等参加者数（人）

自立して安定した生活を送るた
めに資格取得をめざすひとり親
家庭の母親および父親に対し、
就職に繋がるキャリアアップ研
修受講に対する給付金を支援
するるとともに、ハローワークと
連携して就労支援を行う。
【 該当給付金事業 】・高等職
業訓練促進給付金事業  ・自
立支援教育訓練給付金事業

活動指標
支給者数（人）

Ⅱ 1 ②

就職・再
就職・起
業をめざ
す女性へ
の支援

39

女性の能力
開発とスキ
ルアップへ
の支援

就職や再就職、起業を希
望する女性を対象に、情
報提供や相談、能力開発
やスキルアップのための
講座等を開催する。

女性の能力
開発とスキ
ルアップへ
の支援

就職や再就職、起業を希
望する女性を対象に、情
報提供や相談、能力開発
やスキルアップのための
講座等を開催する。

人権・男女共同参
画課
生活福祉課
子ども家庭課
産業政策課

子

ど

も

家

庭

課

自立して安定した生活を送るた
めに資格取得をめざすひとり親
家庭の母親および父親に対し、
就職に繋がるキャリアアップ研
修受講に対する給付金を支援
するるとともに、ハローワークと
連携して就労支援を行う。
【 該当給付金事業 】・高等職
業訓練促進給付金事業  ・自
立支援教育訓練給付金事業

〇高等職業訓練促進給
付金事業　支給件数：26
件
〇自立支援教育訓練給
付金事業　講座指定件
数：10件、支給申請件
数：7件

Ⅱ 1 ②

就職・再
就職・起
業をめざ
す女性へ
の支援

39

人権・男女共同参
画課
産業政策課

産

業

政

策

課

市ホームページで、「岸和
田・貝塚合同就職面接
会」や「きしわだ就職フェ
ア」、各種資格取得講座
の情報を発信する。また、
ハローワークや関係機関
の情報や他機関による関
連講座の情報に関する
URLを掲載する。

市ホームページの情報発
信 　「就職面接会」、「就
職フェア」、介護職員初任
者研修４、フォークリフ
ト研修２、登録販売者通
信講座

市ホームページで、「岸和
田・貝塚合同就職面接
会」や「きしわだ就職フェ
ア」、各種資格取得講座
の情報を発信する。また、
ハローワークや関係機関
の情報や他機関による関
連講座の情報に関する
URLを掲載する。

活動指標
情報発信回数（回）

●就職説明会・技能取得
講座等、就職、起業に関
する案内をロビーに配架
し周知する。
●大阪府等の就労支援
情報をホームページに掲
載する。

活動指標
情報提供のしくみづくり

Ⅱ 1 ②

就職・再
就職・起
業をめざ
す女性へ
の支援

40

就職・再就
職・起業を
支援する仕
組みづくり

就職・再就職・起業を希
望する人が、必要な情報
を得ることができる仕組
みづくりについて検討す
る。

就職・再就
職・起業を
支援する仕
組みづくり

就職・再就職・起業を希
望する人が、必要な情報
を得ることができる仕組
みづくりについて検討す
る。

人権・男女共同参
画課
産業政策課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男女共同参画センタロ
ビーで就職説明会・技能
取得講座等の案内を配
架し周知する。また、就職・
再就職・起業に関する講
座の受講生等、必要な方
に、直接情報を提供する。

男女共同参画センターロ
ビーに、就職説明会、技能
取得講座の案内チラシ
等、就労に関する情報
コーナーを設けた。

Ⅱ 1 ②

就職・再
就職・起
業をめざ
す女性へ
の支援

40
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 3 3 3 3 3

実績 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － C

人権・男女共同参
画課
産業政策課

産

業

政

策

課

「雇用労働講座」や「知っ
て得する労働問題講座」
の講座内容案の候補とし
て検討する。

・「雇用労働講座」は中止
となった。講座内容案の
候補には上がらなかった。

「雇用労働講座」や「知っ
て得する労働問題講座」
の講座内容案の候補とし
て検討する。

活動指標
当該テーマの講座開催回数

「クレアシオン」等で女性
活躍に取り組む事業所の
紹介をする。

活動指標
研修会の実施・情報提供（回）

Ⅱ 1 ③

事業所の
女性活躍
に関する
取組への
支援

41

事業所への
学習機会の
提供

男女共同参画の視点を
活かした企業経営のため
の講習会等を実施するな
ど、事業所に対して学習
機会を提供する。

事業所への
学習機会の
提供

男女共同参画の視点を
活かした企業経営のため
の講習会等を実施するな
ど、事業所に対して学習
機会を提供する。

人権・男女共同参
画課
産業政策課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

事業所への研修を実施す
る。

事業所対象研修「より良
い職場環境づくり」開催

Ⅱ 1 ③

事業所の
女性活躍
に関する
取組への
支援

41

人権・男女共同参
画課
契約検査課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

総合評価入札の評価項
目に、女性活躍に関する
積極的な取組をしている
認定事業者に加点する制
度を担当課と検討する。

実施計画作成時のヒアリ
ングで、総合評価入札の
評価項目に、女性活躍に
関する積極的な取組をし
ている認定事業者に加点
する制度ができないか提
案した。

「えるぼし認定」「くるみん
認定」に関する制度につ
いて市内業者に対して広
く情報提供を行う。

活動指標
制度普及のための取組

●広報やホームページ、
「企業支援メールマガジ
ン」で、情報発信を行う。
●岸和田市人権啓発企
業連絡会会員に対して、
情報提供を行う。

活動指標
情報発信回数（回）

Ⅱ 1 ③

事業所の
女性活躍
に関する
取組への
支援

43

「えるぼし認
定」「くるみ
ん認定」制
度の周知と
普及の仕組
みづくり

厚生労働省が認定する
「えるぼし」「くるみん」制
度に関する情報を事業所
に発信するとともに、市独
自の優良企業の表彰制
度について調査・研究す
る。

女性活躍推
進に関する
情報発信

国の動向・新たな制度に
ついて、絶えずアンテナを
張り、必要な情報をわかり
やすく事業所に伝える。

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

「企業支援メールマガジ
ン」を利用して、情報発信
を行う。

メールマガジン配信はで
きなかった。

Ⅱ 1 ③

事業所の
女性活躍
に関する
取組への
支援

42
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － 1 － －

実績

評価 － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

計画策定に関する国等の
支援策について、「企業
支援メールマガジン」を利
用して、情報発信を行う。

情報発信できなかった。

常時雇用する労働者が
101人以上の企業に一
般事業主行動計画の策
定・届出・情報公表が義
務化されたことを、ホーム
ページ、「企業支援メール
マガジン」で情報発信を
行う。

活動指標
情報発信回数（回）

総合評価競争入札の落
札者決定基準に「えるぼ
し」「くるみん」認定の取
得の有無を加える.

活動指標
総合評価競争入札の落札者決定基準の検討

Ⅱ 1 ③

事業所の
女性活躍
に関する
取組への
支援

44

一般事業主
行動計画の
周知・啓発

「一般事業主行動計画」
についての情報や、計画
策定に関する国の支援に
ついての情報を事業所に
発信する。

「えるぼし認
定」「くるみ
ん認定」制
度の周知と
普及の仕組
みづくり

厚生労働省が認定する
「えるぼし」「くるみん」制
度に関する情報を事業所
に発信するとともに、市独
自の優良企業の表彰制
度について調査・研究す
る。

人権・男女共同参
画課
契約検査課

契

約

検

査

課

総合評価競争入札の落
札者決定基準に「えるぼ
し」「くるみん」認定の取
得の有無を加えることが
できるかを検討

「えるぼし」「くるみん」認
定の取得を評価基準に導
入する検討を行った。

Ⅱ 1 ③

事業所の
女性活躍
に関する
取組への
支援

43

人事課
人権・男女共同参
画課
教育総務課

人

事

課

一定基準の時間外勤務
時間を超える職員に対し
ては、産業医への受診案
内や上司への報告、環境
改善に向けた協議の場の
設定など、対象者の体調
管理や労働環境の改善
に向けた取組を行う。

長時間の時間外勤務を行って
いる職員とその所属長に対し
実績報告を行い、時間外勤務
削減のための業務改善等を検

討してもらう。ノー残業デーを設
定し、定時退庁を促す。また出
退勤システムの取組として、一
定時間以上の時間外勤務時間
を行っている職員に対し警告文
章が表示され、また対象者がリ
スト化されるように設定してい
る。

一定基準の時間外勤務
時間を超える職員に対し
ては、産業医への受診案
内や上司への報告、環境
改善に向けた協議の場の
設定など、対象者の体調
管理や労働環境の改善
に向けた取組を行う。

活動指標
年次有給休暇取得促進に関する文書送付回数（回）

今年度は実施しない。（前
回実施から５年度の令和
５年度に実施予定）

活動指標
調査の実施（回）

Ⅱ 2 ①

ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの理
解促進

46

市職員・教
職員への
ワーク・ライ
フ・バランス
に関する理
解促進

一人ひとりが仕事と家事・
育児・地域での活動がバ
ランスよく調和した生活が
できるよう、市職員・教職
員にワーク・ライフ・バラン
スの理解を促進するため
の情報発信を行う。

事業所にお
ける男女共
同参画に関
する意識調
査の実施

市内事業所における男女
共同参画に関する意識調
査を実施する。平成30年
度実施の調査と比較し、
進んだ点や課題を整理
し、今後の施策に活かす。

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

今年度は実施しない。（前
回実施から５年度の令和
５年度に実施予定）

今年度は実施しない。（前
回実施から５年度の令和
５年度に実施予定）

Ⅱ 1 ③

事業所の
女性活躍
に関する
取組への
支援

45
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － 1 － 1 －

実績 －

評価 － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 0

評価 － D

人事課
人権・男女共同参
画課
教育総務課

教

育

総

務

部

総

務

課

仕事と家事・育児・地域で
の活動がバランスよく調
和した生活をめざし、ワー
ク・ライフ・バランスの理解
を深めるための、研修等
の機会などを通じ、ちらし
等で情報発信を行う。

教職員に対し、児童生徒
の夏季休業期間中の休
暇取得を促すための通知
を行った。

仕事と家事・育児・地域で
の活動がバランスよく調
和した生活をめざし、ワー
ク・ライフ・バランスの理解
を深めるための、研修等
の機会などを通じ、ちらし
等で情報発信を行う。

活動指標
ワーク・ライフ・バランスに関する情報提供

（施策番号７参照）
「パートナー」等で、育休、
出産補助休暇の記事に
併せて、ワーク・ライフ・バ
ランスに関する記事を掲
載する。

活動指標
情報発信回数（回）

Ⅱ 2 ①

ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの理
解促進

46

市職員・教
職員への
ワーク・ライ
フ・バランス
に関する理
解促進

一人ひとりが仕事と家事・
育児・地域での活動がバ
ランスよく調和した生活が
できるよう、市職員・教職
員にワーク・ライフ・バラン
スの理解を促進するため
の情報発信を行う。

市職員・教
職員への
ワーク・ライ
フ・バランス
に関する理
解促進

一人ひとりが仕事と家事・
育児・地域での活動がバ
ランスよく調和した生活が
できるよう、市職員・教職
員にワーク・ライフ・バラン
スの理解を促進するため
の情報発信を行う。

人事課
人権・男女共同参
画課
教育総務課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

「パートナー」にワーク・ラ
イフ・バランスについての
記事を掲載する。

「パートナー」の発行がで
きなかった。

Ⅱ 2 ①

ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの理
解促進

46

人権・男女共同参
画課
産業政策課
生涯学習課

産

業

政

策

課

「雇用労働講座」や「知っ
て得する労働問題講座」
の講座内容案の候補とし
て検討する。

・「雇用労働講座」は中止
となった。講座内容案の
候補には上がらなかった。

「雇用労働講座」や「知っ
て得する労働問題講座」
の講座内容案の候補とし
て検討する。

活動指標
当該テーマの講座開催回数

（施策番号15参考）
50代以降の男性を対象
に退職後の生き方を考え
る講座を開催する際に、
ワーク・ライフ・バランスに
ついてふれる。

活動指標
講座開催数（回）

Ⅱ 2 ①

ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの理
解促進

47

市民・事業
所へのワー
ク・ライフ・
バランスに
関する学習
機会の提供

一人ひとりが仕事と家事・
育児・地域での活動がバ
ランスよく調和した生活が
できるよう、講座等を開催
し、ワーク・ライフ・バランス
の理解を促進する。

市民・事業
所へのワー
ク・ライフ・
バランスに
関する学習
機会の提供

一人ひとりが仕事と家事・
育児・地域での活動がバ
ランスよく調和した生活が
できるよう、講座等を開催
し、ワーク・ライフ・バランス
の理解を促進する。

人権・男女共同参
画課
産業政策課
生涯学習課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

今年度は実施予定がな
いが、次年度以降、講座
を開催する。

今年度は実施なし。Ⅱ 2 ①

ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの理
解促進

47
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 93 93 85 85 85

実績 93 108

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 10 10 10 11 11

実績 9.6 11.9

評価 － B

人事課
教育総務課
全課

人

事

課

●長時間の時間外勤務を行ってい

る職員とその所属長に対し実績報

告を行い、時間外勤務削減のため

の業務改善等を検討してもらう。

●ノー残業デーを設定し、定時退

庁を促す。また出退勤システムの

取組として、一定時間以上の時間

外勤務時間を行っている職員に対

し警告文章が表示され、また対象

者がリスト化されるように設定して

いる。

指針により、時間外勤務の事前
命令を徹底させ、定時退庁日・
週休日・休日に出勤する際に
は、事前の報告書の提出を義
務付けている。また、月45時間
超の職員がある場合や、年間
360時間超の職員がある場合
には、報告書の提出を義務付
け、時間外勤務の事由および
縮減方法を検討してもらってい
る。

●長時間の時間外勤務を行ってい

る職員とその所属長に対し実績報

告を行い、時間外勤務削減のため

の業務改善等を検討してもらう。

●ノー残業デーを設定し、定時退

庁を促す。また出退勤システムの

取組として、一定時間以上の時間

外勤務時間を行っている職員に対

し警告文章が表示され、また対象

者がリスト化されるように設定して

いる。

活動指標
全職員の時間外勤務時間数（ひとりあたり時間）
※病院・消防は除く

平日夜間や土日に、趣味
や地域の課題解決等、
ワーク・ライフ・バランスの
ための講座を開催する。

活動指標
講座の実施回数（回）

Ⅱ 2 ②
働き方改
革の推進

48

市職員・教
職員の時間
外勤務の削
減

「時間外勤務の適正管理
に関する指針」に定めら
れた取組事項を進めると
ともに、効率的、効果的な
業務の進め方を考え、時
間外勤務の削減を図る。

市民・事業
所へのワー
ク・ライフ・
バランスに
関する学習
機会の提供

一人ひとりが仕事と家事・
育児・地域での活動がバ
ランスよく調和した生活が
できるよう、講座等を開催
し、ワーク・ライフ・バランス
の理解を促進する。

人権・男女共同参
画課
産業政策課
生涯学習課

生

涯

学

習

課

平日夜間や土日に、趣味
や地域の課題解決等、
ワーク・ライフ・バランスの
ための講座を開催する。

短期講座「一汁一皿で満
足ご飯」を開催。

Ⅱ 2 ①

ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの理
解促進

47

人事課
人権・男女共同参
画課
教育総務課
全課

人

事

課

職員に向けた年次有給休暇の
取得促進を呼びかけるととも

に、所属長にも各職員の年次
有給休暇の取得状況を把握し
てもらいながら、ワーク・ライフ・
バランスに留意してもらう。
また、労働基準法に基づく「年
５日の年次有給休暇の取得」
について周知を徹底する。

計画に記載の内容を実施
できた

職員に向けた年次有給休暇の
取得促進を呼びかけるととも

に、所属長にも各職員の年次
有給休暇の取得状況を把握し
てもらいながら、ワーク・ライフ・
バランスに留意してもらう。
また、労働基準法に基づく「年
５日の年次有給休暇の取得」
について周知を徹底する。

活動指標
年次有給休暇の平均取得日数

学校の管理職や職場代
表、教育委員会関係課と
協議を行い、業務負担軽
減策を検討する。また、産
業医による職員との個別
面談を実施する。

活動指標
教職員の時間外勤務削減方法の検討

Ⅱ 2 ②
働き方改
革の推進

49

市職員・教
職員の計画
的な有給休
暇取得促進

所属長が取得促進を推
奨し、職場全体で相互応
援できる体制を整備する
ことで、計画的な休暇取
得の促進を図る。

市職員・教
職員の時間
外勤務の削
減

「時間外勤務の適正管理
に関する指針」に定めら
れた取組事項を進めると
ともに、効率的、効果的な
業務の進め方を考え、時
間外勤務の削減を図る。

人事課
教育総務課
全課

教

育

総

務

課

学校の管理職や職場代
表、教育委員会関係課と
協議を行い、業務負担軽
減策を検討する。また、産
業医による職員との個別
面談を実施する。

業務負担軽減会議を開催
し、継続して協議を重ねてい
る。
長時間労働が常態化してい
る教員及び高ストレス職員
を対象に、産業医面談を実
施した（41名）。
職員からの希望に基づき、
個別面談を行った（２名）。

Ⅱ 2 ②
働き方改
革の推進

48
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 － 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 100 100 100 100 100

実績 91

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 0 3

評価 － A

人事課
人権・男女共同参
画課
教育総務課
全課

教

育

総

務

課

夏季の学校園閉庁日の
設定や長期休業中におけ
る年次有給休暇取得を推
奨する。

教職員に対し、児童生徒
の夏季休業期間中の休
暇取得を促すための通知
を行った。

夏季等の長期休業中に
おける年次有給休暇取得
を推奨する。

活動指標
年５日の年次有給休暇取得者率（％）

（施策番号７参照）
「パートナー」等で、育休、
出産補助休暇の記事に
併せて、有給休暇取得促
進に関する記事を掲載す
る。

活動指標
情報発信回数（回）

Ⅱ 2 ②
働き方改
革の推進

49

市職員・教
職員の計画
的な有給休
暇取得促進

所属長が取得促進を推
奨し、職場全体で相互応
援できる体制を整備する
ことで、計画的な休暇取
得の促進を図る。

市職員・教
職員の計画
的な有給休
暇取得促進

所属長が取得促進を推
奨し、職場全体で相互応
援できる体制を整備する
ことで、計画的な休暇取
得の促進を図る。

人事課
人権・男女共同参
画課
教育総務課
全課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

「パートナー」等を通じて、
計画的な年次有給休暇
取得のために職員相互の
理解を促進する。

「パートナー」の発行がで
きなかった。

Ⅱ 2 ②
働き方改
革の推進

49

人権・男女共同参
画課
産業政策課

産

業

政

策

課

国の動向や新たな制度等
について、「企業支援メー
ルマガジン」登録事業者
に対して情報発信する。

岸和田商工会議所が実施する
「働き方改革対策講習会＆個
別相談会」（令和４年１月28日

開催）及び「働き方改革セミ
ナー～同一労働同一賃金　もう
お済みですか？～」（令和４年２
月９日開催）並びに、市が実施
する「テレワーク導入・活用セミ
ナー」（令和３年７月16日開
催）について「企業支援ﾒｰﾙﾏｶﾞ
ｼﾞﾝ」にて情報発信した。

国の動向や新たな制度等
について、「企業支援メー
ルマガジン」登録事業者
に対して情報発信する。

活動指標
情報発信回数（回数）

「クレアシオン」等で働き
方改革に取り組む事業所
の紹介をする。

活動指標
研修会の実施・情報提供（回）

Ⅱ 2 ②
働き方改
革の推進

50

事業所にお
ける働き方
改革の推進

国の動向・新たな制度に
ついて、絶えずアンテナを
張り、必要な情報をわかり
やすく事業所に伝え、事業
所における働き方改革の
推進を図る。

事業所にお
ける働き方
改革の推進

国の動向・新たな制度に
ついて、絶えずアンテナを
張り、必要な情報をわかり
やすく事業所に伝え、事業
所における働き方改革の
推進を図る。

人権・男女共同参
画課
産業政策課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

（施策番号41と同じ）
事業所への研修を実施す
る。

（施策番号41と同じ）
事業所対象研修「より良
い職場環境づくり」開催

Ⅱ 2 ②
働き方改
革の推進

50
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 500 500 500 500 500

実績 498 258

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 6 6 6 6 6

実績 3

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

自治振興課
人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

担当課の協力のもと、地
域活動や市民活動の活
動内容を周知する。

実施計画作成時のヒアリ
ングで、地域活動団体・市
民団体所管課に、団体の
活動内容をホームページ
等で紹介するよう提案し
た。

さまざまな立場の人が参
画し、意見を言いやすい
地域活動について考える
講座を開催する。

活動指標
活動への参加促進

市民活動サポートセン
ターにおいて、地域活動
やボランティア活動への
支援、情報発信、交流会
の開催、交流スペースの
提供を行う。

活動指標
交流スペースの利用者数（人）

Ⅱ 2 ③

地域活動
やボラン
ティア等
への参画
促進

51

地域活動や
ボランティア
等への参加
促進のため
の仕組みづ
くり

地域活動やボランティア
活動への支援、情報発
信、交流会の開催、交流
スペースの提供等を行う。

域活動やボ
ランティア等
への参加促
進のための
仕組みづく
り

地域活動やボランティア
活動への支援、情報発
信、交流会の開催、交流
スペースの提供等を行う。

自治振興課
人権・男女共同参
画課
関係各課

自

治

振

興

課

市民活動サポートセン
ターにおいて、地域活動
やボランティア活動への
支援、情報発信、交流会
の開催、交流スペースの
提供を行う。

市民活動サポートセン
ターにおいて、地域活動
やボランティア活動への
支援、情報発信、交流会
の開催、交流スペースの
提供を行った。

Ⅱ 2 ③

地域活動
やボラン
ティア等
への参画
促進

51

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

附属機関の実情に応じ
た、参画率向上のための
方法を審議会等の所管
課と検討する。

実施計画作成時のヒアリ
ングで、所管課の現状に
ついて聞き取りをした。
その際、各課で工夫して
いる点について、取組例
を紹介した。

●大阪府の「人材情報提
供サービス」に関する情
報提供を行う。
●委員改選の審議会所
管課に、比率上昇のため
に工夫した点、困難な理
由の聴き取りを行い、庁
内で情報共有する。

活動指標
参画率向上のための具体策の共有

「クレアシオン」でセンター
の登録グループの活動を
紹介する。

活動指標
紹介記事掲載回数（回）

Ⅲ 1 ①

審議会等
への女性
の参画促
進

53

審議会等の
女性委員比
率向上への
具体的な取
組の実施

「岸和田市附属機関への
女性の参画促進に関する
指針」に基づき、女性委
員比率の目標値の達成
に向けた具体的な取り組
みを実施する。

市民団体に
関する情報
発信

各課が所管している市民
団体に関する情報を様々
な手段を通じて発信する。

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

「クレアシオン」で、セン
ター登録グループの活動
を紹介する。

「さくやこのはな」「異文
化に親しむ会　ダ・カー
ポ」「レインボーカフェin岸
和田」について記事を掲
載した。

Ⅱ 2 ③

地域活動
やボラン
ティア等
への参画
促進

52
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 50 － 50 － 50

実績 50

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 25 26 28 30 30

実績 23.4 25.3

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0

評価 － D

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

審議会等附属機関以外
の会議体の委員について
も、男女バランスよく選任
するようはたらきかける。

実施計画作成時のヒアリ
ングで、会議体を設置す
る際には、多様な意見が
反映できるように男女バ
ランスに留意するようはた
らきかけた。

審議会等附属機関以外
の会議体の委員について
も、男女バランスよく選任
するようはたらきかける。

活動指標
参画促進の働きかけ

附属機関の名称：岸和田市
環境デザイン委員会
Ｒ4.4.1現在の委員選任の
有無：有
女性委員数/全委員数：
3/6（50％）
次回改選予定：Ｒ５.４
取組の内容：次期改選にむ
けて、女性委員候補者の情
報収集を行う。

活動指標
岸和田市環境デザイン委員会の女性委員比率（％）

Ⅲ 1 ①

審議会等
への女性
の参画促
進

54

意思決定の
場における
女性の参画
の促進

審議会等附属機関以外
の様々な意思決定の場に
おいても、積極的に女性
の参画を促進する。

審議会等の
女性委員比
率向上への
具体的な取
組の実施

「岸和田市附属機関への
女性の参画促進に関する
指針」に基づき、女性委
員比率の目標値の達成
に向けた具体的な取り組
みを実施する。

人権・男女共同参
画課
関係各課

都

市

計

画

課

課

附属機関の名称：岸和田市環境デ

ザイン委員会

Ｒ3.4.1現在の委員選任の有無：

有（女性委員比率33.3％）

次回改選予定：Ｒ3.5

取組の内容：女性委員候補者の情

報収集を行うほか、学識経験者が

退任する際、次期委員として女性

委員を紹介してもらうなど、女性委

員比率の向上に努める。

令和4年3月末現在の女
性委員比率：50.0％（男
性3人・女性3人）
今年度改選（任期2年）
において、女性委員比率
の目標達成となるように
選出した。

Ⅲ 1 ①

審議会等
への女性
の参画促
進

53

人事課
人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

女性の職員が自信とモチ
ベーションをもって働き続
けるために必要なことを
考えるため、女性職員（主
査・担当長）を対象に、エ
ンパワメント研修を実施す
る。

・研修を実施できなかっ
た。
・職員対象の必須研修で
女性管理職比率向上の
必要性にふれた。（施策
番号21参照）

庁内情報紙「パートナー」
に女性の管理職からの
メッセージを掲載する。

活動指標
研修の実施回数（回）

男女共同参画に関する研
修を開催するとともに、働
きやすい職場環境の整備
を行い、管理職における
女性比率の向上をめざ
す。

活動指標
課長級の女性職員の割合（％）

Ⅲ 1 ②

管理職へ
の女性の
積極的な
登用

55

市職員の管
理職の女性
比率向上

管理職に必要な能力を身
につけるための研修会等
を開催するとともに、働き
やすい職場環境の整備を
行い、女性比率の向上を
めざす。

市職員の管
理職の女性
比率向上

管理職に必要な能力を身
につけるための研修会等
を開催するとともに、働き
やすい職場環境の整備を
行い、女性比率の向上を
めざす。

人事課
人権・男女共同参
画課

人

事

課

男女共同参画に関する研
修を開催するとともに、働
きやすい職場環境の整備
を行い、管理職における
女性比率の向上をめざ
す。

【女性人数/全体人数】人/人

部長級：3/28（10.7％）
課長級：39/154（25.3％）
主幹級：46/154（29.9％）
担当長級：90/198（45.5％）
主査級：130/245（53.1％）

部長：3/25（12.0％）
課長：16/84（19.0％）

Ⅲ 1 ②

管理職へ
の女性の
積極的な
登用

55
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 22 24 26 28 30

実績 19.7 22.5 25.4

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 － 1 － 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 － 1

評価 － B

人権・男女共同参
画課
教育総務部総務
課

教

育

総

務

部

総

務

課

能力、適性のある女性の
教員が昇任試験の受験
の機会が奪われないよ
う、また研修の機会が得ら
れるよう、平常時から情報
発信に努める。また、面談
の機会などを通じ、昇任
試験の受験を促す。

対象教員に対し、６月１日
に昇任試験受験に関する
情報発信を行った。
学校現場における校長と
の面談機会、市教委との
面談機会を活用し、試験
の受験を促した。

能力、適性のある女性の
教員が昇任試験の受験
の機会が奪われないよ
う、また研修の機会が得ら
れるよう、平常時から情報
発信に努める。また、面談
の機会などを通じ、昇任
試験の受験を促す。

活動指標
管理職の女性比率（％）

教育委員会に働きかけを
行う。

活動指標
教育委員会への働きかけ

Ⅲ 1 ②

管理職へ
の女性の
積極的な
登用

56

校（園）長・
教頭の女性
比率向上

能力、適性のある女性の
教員に校長等から昇任試
験の受験を促すとともに、
働きやすい職場環境の整
備を行い、管理職の女性
比率の向上をめざす。

校（園）長・
教頭の女性
比率向上

能力、適性のある女性の
教員に校長等から昇任試
験の受験を促すとともに、
働きやすい職場環境の整
備を行い、管理職の女性
比率の向上をめざす。

人権・男女共同参
画課
教育総務部総務
課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

教育委員会に働きかけを
行う。

実施計画作成時に、教育
委員会に比率向上のため
の取組を依頼した。

Ⅲ 1 ②

管理職へ
の女性の
積極的な
登用

56

人事課
人権・男女共同参
画課

人

事

課

部下とのコミュニケーショ
ン研修や、メンタルヘルス
に関する研修等を実施す
る。

新任課長への研修で計
画に記載の内容を実施で
きた。

部下とのコミュニケーショ
ン研修や、メンタルヘルス
に関する研修等を実施す
る。

活動指標
研修の実施回数（回）

管理職への女性の積極
的な登用をメインテーマと
した研修は今年度は実施
しない。
（今年度の研修テーマは
男性の育児休業取得促
進）

活動指標
研修の実施回数（回）

Ⅲ 1 ②

管理職へ
の女性の
積極的な
登用

58

市職員の女
性管理職の
育成と能力
開発

管理職に求められる能
力、適性を具体的に示し、
その能力を身につける研
修を実施する。

男女共同参
画推進本部
の本部員・
幹事への研
修の実施

本部員・幹事に女性の管
理職の積極的な登用の
必要性・効果についての
研修を実施する。

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

企業のダイバーシティ担
当者を講師に招き、本部
員・幹事研修を実施する。
女性の活躍と人材育成を
学び、職員の能力が発揮
できる組織づくりをめざ
す。

女性の管理職登用に力を
入れている民間企業から
講師を招き、本部員・幹事
研修会「男女共同参画社
会の実現をめざして～女
性職員の活躍と人材育
成」を開催。

Ⅲ 1 ②

管理職へ
の女性の
積極的な
登用

57
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1

評価 － B

人事課

人

事

課

性別にとらわれず、能力を
重視した人事配置を行
う。

部長職の女性が１名増加
性別にとらわれず、能力を
重視した人事配置を行
う。

活動指標
性別にとらわれない能力を重視した人員配置

（施策番号55と同じ）
庁内情報紙「パートナー」
に女性の管理職からの
メッセージを掲載する。

活動指標

Ⅲ 1 ②

管理職へ
の女性の
積極的な
登用

59

男女のバラ
ンスを考え
た人員配置

性別による固定的な役割
分担意識をなくし、能力を
重視した人事配置を行
う。

市職員の女
性管理職の
育成と能力
開発

管理職に求められる能
力、適性を具体的に示し、
その能力を身につける研
修を実施する。

人事課
人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

（施策番号55と同じ）
女性の職員が自信とモチ
ベーションをもって働き続
けるために必要なことを
考えるため、女性職員（主
査・担当長）を対象に、エ
ンパワメント研修を実施す
る。

（施策番号55と同じ）
研修を実施できなかった。
・職員対象の必須研修で
女性管理職比率向上の
必要性にふれた。（施策
番号21参照）

Ⅲ 1 ②

管理職へ
の女性の
積極的な
登用

58

人権・男女共同参
画課
産業政策課

産

業

政

策

課

男女共同参画の視点を
活かした企業経営に関す
る情報等について、「企業
支援メールマガジン」登
録事業者に対して情報発
信する。

岸和田商工会議所が実
施するセミナー「女性管
理職って本当に必要です
か？」（令和３年６月３日
開催）について「企業支
援メールマガジン」で情
報発信した。

男女共同参画の視点を
活かした企業経営に関す
る情報等について、「企業
支援メールマガジン」登
録事業者に対して情報発
信する。

活動指標
情報発信回数（回数）

国の動向や講演会情報
について、「企業支援マー
ルマガジン」等で情報発
信する。

活動指標
研修会の実施・情報提供（回）

Ⅲ 1 ②

管理職へ
の女性の
積極的な
登用

60

管理職への
女性の登用
に関する事
業所への啓
発と支援

事業所に対して、男女共
同参画の視点を活かした
企業経営に関する情報発
信を行うとともに、女性の
登用に積極的な事業所に
ついて広報紙等で紹介す
る。

管理職への
女性の登用
に関する事
業所への啓
発と支援

事業所に対して、男女共
同参画の視点を活かした
企業経営に関する情報発
信を行うとともに、女性の
登用に積極的な事業所に
ついて広報紙等で紹介す
る。

人権・男女共同参
画課
産業政策課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

（施策番号41・50と同じ）

事業所への研修を実施す
る。

（施策番号41・50と同じ）

事業所対象研修「より良
い職場環境づくり」開催

Ⅲ 1 ②

管理職へ
の女性の
積極的な
登用

60
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 20 2 2 2 2

実績 13

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － 1 －

実績 －

評価 － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 － 2 － 2

実績 2

評価 － B

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

（施策番号1・2と同じ）
各種団体所管課の協力
のもと、団体の会議や研
修会等において、プランの
趣旨説明等、情報提供の
機会を設ける。

（施策番号1・2と同じ）
●八木地区市民協議会
で「安心できる避難所づ
くり～男女共同参画の視
点から～」を開催
●市民協議会事務局長
会議で男女共同参画課
が実施する出前講座の案
内を行った。

（施策番号1・2と同じ）地
各種団体所管課の協力
のもと、団体の会議等の
場で、男女共同参画に関
するトピックに関連づけ
て、プランの趣旨について
伝える。

活動指標
働きかけを行った回数（回）

（施策番号51）
さまざまな立場の人が参
画し、意見を言いやすい
地域活動について考える
講座を開催する。

活動指標
学習機会の提供（回）

Ⅲ 1 ③

地域活動
への女性
の参画促
進

62

地域活動に
おける意思
決定の場へ
の女性の参
画促進

地域において、性別によっ
て役割を分けることなく、
地域活動の役員に男女
がバランスよく選出される
よう働きかける。

地域におけ
る男女共同
参画に関す
る学習機会
の提供

地域における男女共同参
画を進めるため、様々な
機会を活用して講座等を
実施する。

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

さまざまな機会をとらえて
学習機会を提供する。

「女性の人権」をテーマに
校区別人権問題研修会
を実施。（13会場・372
人）

Ⅲ 1 ③

地域活動
への女性
の参画促
進

61

人権・男女共同参
画課
生涯学習課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

リーダー育成講座を開催
する。

女性リーダー育成講座
「周りの力を引き出し伸ば
す！コーチングスキルの身
につけ方」（全２回）を開
催。

今年度は実施しない。

活動指標
講座開催数（回）

今年度は実施しない。プ
ラン見直しの前年（令和６
年度に実施）

活動指標
地域活動における男女共同参画に関する実態調査の
実施（回）

Ⅲ 1 ④

女性リー
ダーの育
成、人材
の発掘

64
女性リー
ダーの育成

様々な活動の場で女性が
リーダーシップを発揮して
活躍できるよう、リーダー
に必要な様々な資質や能
力、技術を学べる講座を
開催する。

地域活動に
おける男女
共同参画に
関する実態
調査の実施

地域活動における男女共
同参画に関する状況を把
握するために、実態調査
を実施する。

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

今年度は実施しない。プ
ラン見直しの前年（令和６
年度に実施）

今年度は実施しない。プ
ラン見直しの前年（令和６
年度に実施）

Ⅲ 1 ③

地域活動
への女性
の参画促
進

63
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 1

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

人権・男女共同参
画課
生涯学習課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

地域で活躍している人材
を見出し、地域における男
女共同参画を推進する
リーダーとなるよう働きか
ける。

市民協議会事務局長会
議で岸和田市女性人材
バンクへの登録の案内を
行った。

校区別人権研修等の機
会を活用し、地域で活動
するキーパーソンの女性と
良好な関係を築く。

活動指標
情報提供回数（回）

女性の社会進出に向け
て、職業能力向上系講座
を開催する。

活動指標
講座開催数（回）

Ⅲ 1 ④

女性リー
ダーの育
成、人材
の発掘

65

地域で活躍
する人材の
発掘

地域で活躍している人材
を見出し、「岸和田市女
性人材バンク」への登録
を促す。

女性リー
ダーの育成

様々な活動の場で女性が
リーダーシップを発揮して
活躍できるよう、リーダー
に必要な様々な資質や能
力、技術を学べる講座を
開催する。

人権・男女共同参
画課
生涯学習課

生

涯

学

習

課

女性の社会進出に向け
て、職業能力向上系講座
を開催する。

短期講座「緊張しないで、
人前で自分らしく話す方
法教えます！」を開催。

Ⅲ 1 ④

女性リー
ダーの育
成、人材
の発掘

64

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●岸和田市女性人材バ
ンクの制度について職員
に周知する。
●団体所管課に対して、
関係団体への制度の周
知と登録の呼びかけを依
頼する。

●産業政策課の協力で、
プチ起業セミナー参加者
にチラシを配布して人材
バンク登録を案内した。
●実施計画作成時のヒア
リングで制度を案内し、所
管の団体への働きかけを
依頼した。

人材バンク登録に関する
チラシを公共施設に配架
し制度を周知する。

活動指標
制度の周知

各市民団体において、女
性人材バンクの趣旨を説
明し登録を促していく。

活動指標
情報提供回数（回）

Ⅲ 1 ④

女性リー
ダーの育
成、人材
の発掘

66
人材バンク
の整備

「岸和田市女性人材バン
ク」の登録者を増やすた
め、NO65で発掘した人
材等に対して担当課の協
力を得て、登録の呼びか
けを行う。

地域で活躍
する人材の
発掘

地域で活躍している人材
を見出し、「岸和田市女
性人材バンク」への登録
を促す。

人権・男女共同参
画課
生涯学習課
関係各課

生

涯

学

習

課

各市民団体において、女
性人材バンクの趣旨を説
明し登録を促していく。

実績なしⅢ 1 ④

女性リー
ダーの育
成、人材
の発掘

65
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 10 10 10 10 10

実績 9

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2

評価 － B

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

女性のエンパワメントとし
て、就労やコミュニケー
ションに関する講座を開
催する。

●女性リーダー育成講座（全２回）

＊施策番号64再掲

●働くワタシのモチベーションアッ

プ講座（全２回）

●アサーティブ・コミュニケーション

講座（全２回）

●ミドル・シニアの就職応援！講座

（全３回）＊施策番号15・38・39

再掲

女性のエンパワメントとし
て、就労やコミュニケー
ションに関する講座を開
催する。

活動指標
・講座開催数（回）

ネットワークづくりの前段
階として、市内で活動して
いる女性に関する情報収
集を行う。

活動指標
交流会の検討と開催

Ⅲ 1 ⑤

エンパ
ワーメント
の推進

68

女性の能力
開発と人材
育成のため
の学習機会
の提供

女性が様々な分野で能力
を発揮し活躍できるよう
多種多様な講座を開催す
る。

異業種交流
による女性
リーダーの
ネットワーク
づくり

女性リーダーのネットワー
クをつくり、情報交換や異
業種の組み合わせによ
る、新たな事業展開につ
なげる。

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男女共同参画センター等
のスキルアップ講座や起
業セミナー受講生の情報
交換のため、交流会の開
催を検討する。

交流会の検討は進んでい
ない。

Ⅲ 1 ④

女性リー
ダーの育
成、人材
の発掘

67

人事課
人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

ＤＶ被害者の安全確保及
び支援に関する理解を深
め、各課の連携を強化す
る研修会等を実施する。

●相談窓口担当者会議
を２回開催。
●職員の名札ケースに
パープルリボンを挿入し、
市職員、市民に対して、
「女性に対する暴力をなく
す運動期間」について周
知するため。

男女共同参画推進本部
実務担当者及び希望者
を対象に、DVの基礎知
識・一時保護の概要・二
次被害の防止・加害者対
応に関する研修を実施す
る。

活動指標
職員研修・会議の開催（回）

ＤＶに関する研修の共催
が可能かどうか、人権・男
女共同参画課と協議して
いく。

活動指標
計画的な研修実施体制の検討・整備
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市職員への
学習機会の
提供

ＤＶ窓口担当者会議の担
当者・各課の男女共同参
画実務担当者を中心に、
ＤＶに関する研修を実施
する。

市職員への
学習機会の
提供

ＤＶ窓口担当者会議の担
当者・各課の男女共同参
画実務担当者を中心に、
ＤＶに関する研修を実施
する。

人事課
人権・男女共同参
画課

人

事

課

ＤＶに関する研修の共催
が可能かどうか、人権・男
女共同参画課と協議して
いく。

コロナ禍のため進展なしⅣ 1 ①

DV防止に
向けた啓
発の推進
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 5 7 9 11 13

実績 5

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

人権・男女共同参
画課
産業高校学務課
学校教育課
人権教育課

産

業

高

校

学

務

課

●人権・男女共同参画課
協力のもと、ＤＶに関する
講座や啓発資料等につい
て教諭や生徒に周知す
る。
●人権・男女共同参画課
が実施するデートＤＶ予防
啓発講座の申込を検討す
る。

デートＤＶ予防啓発講座
の実施希望調査につい
て、教頭へ周知した。

●人権・男女共同参画課
協力のもと、ＤＶに関する
講座や啓発資料等につい
て教諭や生徒に周知す
る。
●人権・男女共同参画課
が実施するデートＤＶ予防
啓発講座の申込を検討す
る。

活動指標
ＤＶに関する講座や啓発資料等の周知

市立中学校・高等学校で
デートDV予防啓発講座
を実施する。

活動指標
デートＤＶ予防啓発講座開催回数（回）

Ⅳ 1 ①
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中・高校生
への学習機
会の提供

若い世代がＤＶについて
正しく理解し、加害者にも
被害者にもならないよう、
市内の中学生・高校生に
対して学習機会を提供す
る。

中・高校生
への学習機
会の提供

若い世代がＤＶについて
正しく理解し、加害者にも
被害者にもならないよう、
市内の中学生・高校生に
対して学習機会を提供す
る。

人権・男女共同参
画課
産業高校学務課
学校教育課
人権教育課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

市立中学校・高等学校で
デートDV予防啓発講座
を実施する。

中学校４校５回合計934
人の生徒に対して講座を
実施した。

Ⅳ 1 ①
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人権・男女共同参
画課
産業高校学務課
学校教育課
人権教育課

人

権

教

育

課

●市内の中高生に対し
て、人権教育や道徳教育
等を通じた啓発を行う。
●人権・男女共同参画課
と連携し、市内学校に対し
てデートＤＶ啓発講座につ
いて周知する。

●「女性に対する暴力をなくす
運動」の実施や大阪府、大阪
府配偶者等からの暴力の防止

及び被害者支援ネットワークが
主催するセミナーを各学校へ
周知した。
●人権・男女共同参画課と連
携し、市内の中学校で「デート
ＤＶ予防啓発講座」を実施し
た。

●市内の中高生に対し
て、人権教育や道徳教育
等を通じた啓発を行う。
●人権・男女共同参画課
と連携し、市内学校に対し
てデートＤＶ啓発講座につ
いて周知する。

活動指標
人権教育や道徳教育等を通じた啓発

各校園に対して子どもた
ちが自尊感情を高め、相
手にも優しい心をもてるよ
うな取り組みを促進する。

活動指標
デートＤＶ予防啓発講座の活用促進

Ⅳ 1 ①
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70

中・高校生
への学習機
会の提供

若い世代がＤＶについて
正しく理解し、加害者にも
被害者にもならないよう、
市内の中学生・高校生に
対して学習機会を提供す
る。

中・高校生
への学習機
会の提供

若い世代がＤＶについて
正しく理解し、加害者にも
被害者にもならないよう、
市内の中学生・高校生に
対して学習機会を提供す
る。

人権・男女共同参
画課
産業高校学務課
学校教育課
人権教育課

学

校

教

育

課

各校園に対して子どもた
ちが自尊感情を高め、相
手にも優しい心をもてるよ
うな取り組みを促進する。

指導主事が各校園を訪
問した際に、教職員に対
して適宜指導を行った。

Ⅳ 1 ①
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 2 2

実績 0 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B

人権・男女共同参
画課
生涯学習課

生

涯

学

習

課

市民に対して、ＤＶに関す
る理解促進、暴力の防止
を目的とした研修会を実
施する。

短期講座「『毒親』『親ガ
チャハズレ」とは？」を開
催した。

市民に対して、ＤＶに関す
る理解促進、暴力の防止
を目的とした研修会を実
施する。

活動指標
研修会の実施回数（回）

市民を対象に、DV防止の
ため、より良い夫婦関係を
考える講座を開催する。

活動指標
ＤＶ予防講座開催回数（回）

Ⅳ 1 ①
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市民や事業
所への学習
機会の提供

市民や事業所に対して、Ｄ
Ｖに関する理解促進と暴
力の防止を目的とした研
修会や講演会を開催す
る。

市民や事業
所への学習
機会の提供

市民や事業所に対して、Ｄ
Ｖに関する理解促進と暴
力の防止を目的とした研
修会や講演会を開催す
る。

人権・男女共同参
画課
生涯学習課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

「女性に対する暴力をなく
す運動期間」に合わせて、
市民を対象としたＤＶ予
防講座を開催する。

●DV予防啓発講座「DVって
何？～自分を大切にするという
こと～」を開催。
●「女性に対する暴力をなくす
運動期間」に市庁舎、男女共
同参画センターでDVパネル展
を開催した。
●女性に対する暴力根絶のシ
ンボル「パープルリボン」にちな
んで岸和田城のパープルライト
アップを実施した。

Ⅳ 1 ①
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人権・男女共同参
画課
図書館

図

書

館

●図書・ＤＶＤを充実させる。選
書にあたっては、ドーン財団(一

般財団法人大阪府男女共同
参画推進財団)の図書情報を
参考にする。
●「女性に対する暴力をなくす
運動」期間（11/12－11/25）
に合わせ、ＤＶ防止に関する関
連する図書を展示する。

関連図書の展示を行っ
た。

●図書・ＤＶＤを充実させる。選
書にあたっては、ドーン財団(一

般財団法人大阪府男女共同
参画推進財団)の図書情報を
参考にする。
●「女性に対する暴力をなくす
運動」期間（11/12－11/25）
に合わせ、ＤＶ防止に関する関
連する図書を展示する。

活動指標
関連テーマ展示の開催

「女性に対する暴力をなく
す運動」期間（11/12－
11/25）に合わせ、関連
する図書を展示する。

活動指標
関連テーマの特設展示（回）

Ⅳ 1 ①
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図書・DVD
の充実と有
効活用

ＤＶに関する図書やＤＶＤ
を購入するとともに、図
書・ＤＶＤの概要を広く周
知し貸し出すことで、ＤＶ
に関する理解促進を図
る。

図書・DVD
の充実と有
効活用

ＤＶに関する図書やＤＶＤ
を購入するとともに、図
書・ＤＶＤの概要を広く周
知し貸し出すことで、ＤＶ
に関する理解促進を図
る。

人権・男女共同参
画課
図書館

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●新刊図書・ＤＶＤの購入
●「女性に対する暴力を
なくす運動期間」に合わ
せて、ＤＶ防止に向けた啓
発のため、特設コーナー
にてＰＲを行う。

「女性に対する暴力をなく
す運動期間」（11/12－
11/25）に開催したパネ
ル展で関連する図書を展
示した。
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － D

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

ＳＮＳやメール等を使用し
た相談について検討す
る。

・就労者が利用しやすい
ように、休日DV相談を開
催した。（利用なし）
・外出が困難な人のため
に電話による法律相談を
開始。また対象者の性別
を不問にし、利用拡大を
図った。

令和３年度に開始したDV
被害者優先の「女性の弁
護士による法律相談」の
電話による相談を継続。

活動指標
多様な相談体制の検討・確率

公共施設の男性用トイレ
に相談窓口案内を掲示
し、男性に対するDV相談
窓口の周知をする。

活動指標
ＤＶ相談窓口の周知

Ⅳ 1 ②

DV被害
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74
多様な相談
体制の確立

面談・電話による相談に
加えて、ＳＮＳやメール等を
使った手法を検討する。

DV相談窓
口の周知

ＤＶ相談窓口の情報が必
要な人に届くよう、ホーム
ページ・ちらし等で、周知
する。
また、内閣府・大阪府等が
実施している相談窓口に
関する情報についても情
報発信を行う。

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

市施設、関係課窓口、市内
医療機関、商業施設等に相
談窓口のちらしやカードを配
架し、DV窓口の周知を行う。

●岸和田市医師会、岸和
田女性会議の協力により
市内医療機関、商業施設
に相談窓口チラシ、カード
を配架。
●市役所関係窓口のほ
か市内公共施設に相談
窓口のカードをトイレなど
に貼付してもらった。
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人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

各課の対応マニュアルの
もととなる各課共通のＤＶ
対応マニュアルを作成す
る。

●DV対応マニュアルを作
成できなかった。
●DV相談が本庁舎から
外部に移ることに伴うDV
対応の変更点について相
談窓口担当者会議で共
有した。

DV相談が本庁舎から外
部に移ったことによる変更
点を含めたDV対応マ
ニュアルを作成する。

活動指標
共通マニュアルの整備と周知

相談窓口担当者会議を
開催し、関係課の支援内
容を共有するとともにDV
被害者支援のための課
題について検討を続ける。

活動指標
ＤＶ被害者の安全確保と継続支援のための連携

Ⅳ 1 ②
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DV対応マ
ニュアルの
整備

ＤＶ被害者の早期発見や
適切な対応を行うため、
各課共通のマニュアルを
整備する。また、各課の業
務に応じた対応マニュア
ルの作成にも努める。

被害者の安
全確保と継
続支援のあ
り方の検討

関係各課が連携して被害
者の安全確保を行うとと
もに、個々のニーズに応じ
て、必要な支援や情報提
供を行う。また、自立に向
けた継続支援のあり方に
ついて、関係課と検討す
る。

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

ＤＶ窓口担当者会議の構
成課を中心に、関係各課
が連携して被害者の安全
確保と自立に向けた継続
的な支援を検討する。

（施策番号参69参照）
相談窓口担当者会議を２
回開催し、関係課の支援
事業内容を共有しDV被
害者支援を検討した。

Ⅳ 1 ②
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基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

人権・男女共同参
画課
消防本部
市民病院
関係各課

消

防

本

部

救急事案等において、ＤＶ
被害を受けている可能性
があればＤＶ相談窓口の
案内を行う。また、関係機
関と情報共有し、被害者
に対する支援が迅速に行
われるよう取り組む。

救急係内で計画に記載
の内容を情報共有し、関
係機関と連絡調整を図る
よう周知した。

救急事案等において、ＤＶ
被害を受けている可能性
があればＤＶ相談窓口の
案内を行う。また、関係機
関と情報共有し、被害者
に対する支援が迅速に行
われるよう取り組む。

活動指標
ＤＶ被害者の早期発見・支援のための連携

●引き続き、関係課、関係機関
との連携を強化し被害者の安
全確保、支援を行う。
●複数の課題を抱えるＤＶ被害
者については、関係各課と連携
して支援に取り組む。
●ＤＶ被害に気づくため、窓口
対応に関する職員研修を実施
する。（施策番号69参照）

活動指標
ＤＶ被害者の早期発見・支援のための連携
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DV被害者
の早期発
見・被害者
支援のため
の庁内連携
及び関係機
関との連携

関係機関と連携し、ＤＶ被
害者の早期発見やニーズ
把握及びその解決に向け
た支援を行う。

DV被害者
の早期発
見・被害者
支援のため
の庁内連携
及び関係機
関との連携

関係機関と連携し、ＤＶ被
害者の早期発見やニーズ
把握及びその解決に向け
た支援を行う。

人権・男女共同参
画課
消防本部
市民病院
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●各課のＤＶ被害者への
支援事業一覧、各種相談
窓口一覧表を更新し、関
係各課に情報提供を行
う。
●岸和田警察、大阪府女
性相談センターとの連携
を密にして、ＤＶ被害者の
安全確保を行う。

●窓口担当者会議で支
援事業一覧、相談窓口一
覧を配布。
●岸和田警察とは随時、
被害者支援について連携
して対応している。
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人権・男女共同参
画課
福祉政策課
障害者支援課
子ども家庭課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

児童虐待・高齢者虐待・
障害者虐待担当課それぞ
れの機能、役割分担や連
携方法について協議する
場を設け、共通認識を図
る。また、必要に応じて、事
例検討会を実施する。

・児童虐待担当課と、連
携方法、役割分担等につ
いて協議の場を設けた。
・案件ごとに必要に応じ
て、各種虐待担当課と連
携して被害者支援を行っ
た。

相談内容に応じて、児童
虐待、高齢者虐待、障害
者虐待の担当課と連携し
DV被害者支援を行う。

活動指標
ＤＶと各虐待担当課での連携体制の整備

大阪府救急センター、子
ども家庭センター、人権・
男女共同参画課と連携
し、被害者の早期発見、解
決に向けた支援を行う。

活動指標
ＤＶ被害者の早期発見・支援のための連携
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児童虐待・
高齢者虐
待・障害者
虐待担当課
との連携の
仕組みづく
り

ＤＶ被害者は複数の問題
を抱えていることが多いた
め、児童、高齢者、障害者
の虐待担当課が連携し、
それぞれの機能を理解し、
被害者支援を行う仕組み
をつくる。

DV被害者
の早期発
見・被害者
支援のため
の庁内連携
及び関係機
関との連携

関係機関と連携し、ＤＶ被
害者の早期発見やニーズ
把握及びその解決に向け
た支援を行う。

人権・男女共同参
画課
消防本部
市民病院
関係各課

市

民

病

院

大阪府救急センター、子
ども家庭センター、人権・
男女共同参画課と連携
し、被害者の早期発見、解
決に向けた支援を行う。

早期発見、解決に向けた
支援の体制を維持した。
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － A

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
障害者支援課
子ども家庭課

障

害

者

支

援

課

障害者に係るDV案件に
ついては、大阪府作成の
障がい者虐待対応マニュ
アルに基づいて関係課へ
の情報提供を行うととも
に、関係課とともに必要な
支援について検討する。

障害者に係るDV案件に
ついては、大阪府作成の
「障がい者虐待対応マ
ニュアル」に基づいて人
権・男女共同参画課への
情報提供を行い、必要な
支援について検討した。

障害者に係るDV案件に
ついては、大阪府作成の
障がい者虐待対応マニュ
アルに基づいて関係課へ
の情報提供を行うととも
に、関係課とともに必要な
支援について検討する。

活動指標
ＤＶと各虐待担当課での連携体制の整備

関係各課のそれぞれの役
割等を理解し、連携協力
体制を構築する。

活動指標
ＤＶと各虐待担当課での連携体制の整備
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78

児童虐待・
高齢者虐
待・障害者
虐待担当課
との連携の
仕組みづく
り

ＤＶ被害者は複数の問題
を抱えていることが多いた
め、児童、高齢者、障害者
の虐待担当課が連携し、
それぞれの機能を理解し、
被害者支援を行う仕組み
をつくる。

児童虐待・
高齢者虐
待・障害者
虐待担当課
との連携の
仕組みづく
り

ＤＶ被害者は複数の問題
を抱えていることが多いた
め、児童、高齢者、障害者
の虐待担当課が連携し、
それぞれの機能を理解し、
被害者支援を行う仕組み
をつくる。

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
障害者支援課
子ども家庭課

福

祉

政

策

課

関係各課のそれぞれの役
割等を理解し、連携協力
体制を構築する。

案件毎に関係各課との連
携を行った

Ⅳ 1 ②

DV被害
者への相
談支援体
制の充実

78

市民課
人権・男女共同参
画課
関係各課

市

民

課

ＤＶ等被害者への支援措置とし
て「住民票の写し」及び「戸籍
附票の写し」の交付・閲覧制限

を実施し個人情報の保護に努
める。
住民票、戸籍附票発行禁止入
力・マイナンバー情報連携不開
示入力・関係市町村への連絡・
本市関係各課への情報共有を
支援措置申出受理後迅速に遺
漏なく行う。

住民票、戸籍附票発行禁止入
力・マイナンバー情報連携不開
示入力・関係市町村への連絡・

本市関係各課への情報共有を
支援措置申出受理後迅速に遺
漏なく行うことができた。また支
援措置対象者の「住民票の写
し」「戸籍附票の写し」交付・閲
覧制限を徹底して行うことがで
きた。

ＤＶ等被害者への支援措置とし
て「住民票の写し」及び「戸籍
附票の写し」の交付・閲覧制限

を実施し個人情報の保護に努
める。
住民票、戸籍附票発行禁止入
力・マイナンバー情報連携不開
示入力・関係市町村への連絡・
本市関係各課への情報共有を
支援措置申出受理後迅速に遺
漏なく行う。

活動指標
ＤＶ被害者の個人情報の保護

相談を受けた場合は、課
題により必要な連携を図
り支援する。

活動指標
ＤＶと各虐待担当課での連携体制の整備
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DV被害者
の個人情報
保護

ＤＶ被害者の個人情報の
保護のため、情報管理を
徹底する。

児童虐待・
高齢者虐
待・障害者
虐待担当課
との連携の
仕組みづく
り

ＤＶ被害者は複数の問題
を抱えていることが多いた
め、児童、高齢者、障害者
の虐待担当課が連携し、
それぞれの機能を理解し、
被害者支援を行う仕組み
をつくる。

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
障害者支援課
子ども家庭課

子

ど

も

家

庭

課

相談を受けた場合は、課
題により必要な連携を図
り支援する。

必要に応じ人権・男女共
同参画課と情報共有し、
相談者や児童に対して必
要な支援を行った。
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 98 100 100 100 100

実績 85 98

評価 － B

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●大阪府主催の婦人相
談員研修やＤＶ相談員研
修等に参加し、相談対応
スキルを向上させる。
●相談対応に必要な関
係課、関係機関の支援内
容等、利用できる社会資
源に関する情報収集を行
う。

相談スキル向上のため、
新任婦人相談員が大阪
府主催の婦人相談員研
修やＤＶ相談スキルアップ
研修等に参加した。

大阪府が開催する相談員
スキルアップ研修に参加
し、相談スキルを向上させ
る。

活動指標
研修会への参加

住所異動をせず本市に居
住しているＤＶ被害者から
居住地データ非開示の申
出があった場合、マイナン
バー情報連携不開示処
理と本市関係各課への情
報共有を行う。

活動指標
ＤＶ被害者の個人情報の保護
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80
相談担当者
の資質向上

ＤＶ被害者支援のため、相
談対応スキルの向上、利
用できる社会資源に関す
る情報収集を行う。

DV被害者
の個人情報
保護

ＤＶ被害者の個人情報の
保護のため、情報管理を
徹底する。

市民課
人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

住所異動をせず本市に居
住しているＤＶ被害者から
居住地データ非開示の申
出があった場合、マイナン
バー情報連携不開示処
理と本市関係各課への情
報共有を行う。

居住地データ非開示の申
出があった際は、計画に
記載のとおり個人情報保
護に努めた。
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広報広聴課
人権・男女共同参
画課

広

報

広

聴

課

DV被害者が抱える問題
のうち、法律的な解決を
要する問題に対し、弁護
士の無料法律相談を実
施する。

毎週木・金曜日（年末年
始、祝日等を除く。）に実
施。
令和３年度実績：98回
（457件）

DV被害者が抱える問題
のうち、法律的な解決を
要する問題に対し、弁護
士の無料法律相談を実
施する。

活動指標
弁護士による無料法律相談の実施回数（回）

引き続き、女性相談から
DV相談、DV相談から女
性相談と、相互に利用案
内を行う。

活動指標
女性相談とＤＶ相談の連携
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弁護士相談
及び人権相
談の充実

ＤＶ被害者の自立に向け
た支援のため、制度の周
知方法や実施方法につい
て、課題を整理し充実に
向けた検討を行う。

女性相談及
び DV相談
の充実と連
携

女性相談とＤＶ相談を効
果的に連携させＤＶ被害
者の支援を行う。

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男女共同参画センターで
実施するカウンセラーによ
る女性相談とＤＶ相談、双
方の連携を進める。

女性相談からDV相談、
DV相談から女性相談と、
相互に利用案内を行って
いる。
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基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 24 30 36 42 48

実績 19 27

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － 1 1 －

実績 －

評価 － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － A

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

町会や市民協の関係者、
民生委員・児童委員にＤ
Ｖ予防啓発講座の案内を
する。

（施策番号71参照）
市民対象のDV予防啓発
講座「DVって何？～自分
を大切にするということ
～」を開催する際、民生委
員に参加案内をした。

（施策番号71参照）
市民対象のＤＶ予防講座
の案内を民生委員・児童
委員など地域で市民に関
わる人に対して行う。

活動指標
講座の開催数（回）

DV法の対象にならない
人からの暴力に関する相
談については、人権相談
で対応するなど、DV相談
と人権相談の連携を図
る。

活動指標
ＤＶ法律相談の利用者数（人）
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DV被害者
の早期発見
のための地
域リーダー
の育成

自らがＤＶ被害者であると
認識していない人に、周
囲が気づき、相談窓口に
つなげるため、地域で
人々に関っている方に、被
害者の早期発見のための
研修を実施する。

弁護士相談
及び人権相
談の充実

ＤＶ被害者の自立に向け
た支援のため、制度の周
知方法や実施方法につい
て、課題を整理し充実に
向けた検討を行う。

広報広聴課
人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●現在女性に限っている
法律相談を性別に関わら
ず利用できるようにする。
●面談による相談に併せ
て電話での相談を追加し
利便性を向上させる。

法律相談について、７月
から「女性のための法律
相談（DV被害者優先）」
を「女性の弁護士による
法律相談（DV関連相
談）」に変更し、性別に関
わらず利用できることとし
た。また、電話での相談も
可能とした。

Ⅳ 1 ②

DV被害
者への相
談支援体
制の充実

82

人権・男女共同参
画課
学校教育課
人権教育課
生涯学習課

学

校

教

育

課

「体育」「保健体育」の授
業を通じて、学習指導要
領に沿った上で、各学年
に応じた性と生殖に関す
る正しい知識を身につけ
させるよう各校に周知す
る。

性教育について学べる絵本等
を市立図書館や市内の養護教

諭の協力のもと選書し、その中
から図書館がすぐに提供可能
な本をピックアップして、市内の
各小中学校で勤務する学校司
書に紹介ポスターの作成を依
頼した。ポスターは、令和3年度
末に全校に配布した。

「体育」「保健体育」の授
業を通じて、学習指導要
領に沿った上で、各学年
に応じた性と生殖に関す
る正しい知識を身につけ
させるよう各校に周知す
る。

活動指標
「体育」「保健体育」の授業における指導の周知

今年度は予定なし。
次年度以降の開催を検
討。

活動指標
講座の開催数（回）

Ⅳ 2 ①

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス／ラ
イツの理
解促進

84

若年層への
性に関する
教育・学習
機会の提供

性と生殖に関する正しい
知識を身につけるため、
各年齢層に応じた学習
会、講座を実施する。

若年層への
性に関する
教育・学習
機会の提供

性と生殖に関する正しい
知識を身につけるため、
各年齢層に応じた学習
会、講座を実施する。

人権・男女共同参
画課
学校教育課
人権教育課
生涯学習課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

今年度は予定なし。 今年度は実施なし。Ⅳ 2 ①

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス／ラ
イツの理
解促進

84
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － 1 1 －

実績 －

評価 － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 6 6 6 6 6

実績 6 6

評価 － B

人権・男女共同参
画課
学校教育課
人権教育課
生涯学習課

生

涯

学

習

課

乳幼児・小学生・中高生
をもつ保護者を対象とし
た家庭教育学級の学習
内容に、性と生殖に関す
るテーマを含める。

ときわ家庭教育学級公開
講座「性教育は生きる教
育～体を守る心を育てる
～」を開催。

乳幼児・小学生・中高生
をもつ保護者を対象とし
た家庭教育学級の学習
内容に、性と生殖に関す
るテーマを含める。

活動指標
家庭教育学級での講座実施回数（回）

学習指導要領に基づき、
「保健体育」等の授業を
通じて各学年において学
習する。

活動指標
「保健体育」等の授業を通じた学習

Ⅳ 2 ①

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス／ラ
イツの理
解促進

84

若年層への
性に関する
教育・学習
機会の提供

性と生殖に関する正しい
知識を身につけるため、
各年齢層に応じた学習
会、講座を実施する。

若年層への
性に関する
教育・学習
機会の提供

性と生殖に関する正しい
知識を身につけるため、
各年齢層に応じた学習
会、講座を実施する。

人権・男女共同参
画課
学校教育課
人権教育課
生涯学習課

人

権

教

育

課

学習指導要領に基づき、
「保健体育」等の授業を
通じて各学年において学
習する。

各学校の実情に応じて
「保健体育」や「性と生の
学習」の学習カリキュラム
に基づき、発達段階に応
じた学習機会を提供する
などしている。

Ⅳ 2 ①

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス／ラ
イツの理
解促進

84

人権・男女共同参
画課
健康推進課
人権教育課
生涯学習課

健

康

推

進

課

パパママ教室等を通じて
家族計画を含めた生と生
殖に関する情報を提供す
る。
パパママ教室：３回１クー
ル　年間６クール開催予定

3回1クールで年間6クー
ル開催（うち日曜日開催
3回実施）

パパママ教室等を通じて
家族計画を含めた生と生
殖に関する情報を提供す
る。
パパママ教室：３回１クー
ル　年間６クール開催予定

活動指標
開催回数（クール）※1クール＝3回

今年度は予定なし。
次年度以降の開催を検
討。

活動指標

Ⅳ 2 ①

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス／ラ
イツの理
解促進

85

ライフステー
ジに応じた
性と生殖に
関する情報
提供

思春期から出産期、更年
期、高齢期等、ライフス
テージに応じて性と生殖
に関する健康・権利につ
いての情報を発信する。

ライフステー
ジに応じた
性と生殖に
関する情報
提供

思春期から出産期、更年
期、高齢期等、ライフス
テージに応じて性と生殖
に関する健康・権利につ
いての情報を発信する。

人権・男女共同参
画課
健康推進課
人権教育課
生涯学習課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

今年度は予定なし。 今年度は実施なし。Ⅳ 2 ①

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス／ラ
イツの理
解促進

85
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 －
①35
②40

①35
②40

①35
②40

①35
②40

①35
②40

実績
①17.9

②20.1

①7.9
②7.3

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 0

評価 － D

人権・男女共同参
画課
健康推進課
人権教育課
生涯学習課

生

涯

学

習

課

各年代に応じた情報発信
の機会を検討し発信す
る。

ときわ家庭教育学級公開
講座「性教育は生きる教
育～体を守る心を育てる
～」を開催。

各年代に応じた情報発信
の機会を検討し発信す
る。

活動指標
情報発信回数（回）

学習指導要領に基づき、
「保健体育」等の授業を
通じて、各学年の発達段
階に応じた学習指導を行
う。

活動指標
「保健体育」等の授業を通じた学習

Ⅳ 2 ①

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス／ラ
イツの理
解促進

85

ライフステー
ジに応じた
性と生殖に
関する情報
提供

思春期から出産期、更年
期、高齢期等、ライフス
テージに応じて性と生殖
に関する健康・権利につ
いての情報を発信する。

ライフステー
ジに応じた
性と生殖に
関する情報
提供

思春期から出産期、更年
期、高齢期等、ライフス
テージに応じて性と生殖
に関する健康・権利につ
いての情報を発信する。

人権・男女共同参
画課
健康推進課
人権教育課
生涯学習課

人

権

教

育

課

学習指導要領に基づき、
「保健体育」等の授業を
通じて、各学年の発達段
階に応じた学習指導を行
う。

各学校で、「保健体育」等
の学習カリキュラムに基づ
き、発達段階に応じた学
習指導を行っている。

Ⅳ 2 ①

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス／ラ
イツの理
解促進

85

健康推進課
市民病院
生涯学習課

市

民

病

院

出前講座に登録している
健康に関するテーマにつ
いて、市民からの希望を
待つだけでなく、積極的に
市内の施設に出向き、講
座を実施する。

コロナ禍のため、実施でき
ず。

出前講座に登録している
健康に関するテーマにつ
いて、市民からの希望を
待つだけでなく、積極的に
市内の施設に出向き、講
座を実施する。

活動指標
講座の実施回数（回）

●妊婦・産婦健康診査の
実施。
●乳がん・子宮がん検診
の実施。

活動指標
①子宮がん検診受診率（％）
②乳がん検診受診率（％）

Ⅳ 2 ②

ライフス
テージに
応じた心
身の健康
管理の促
進

86

ライフステー
ジに応じた
健康支援

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等、ライフス
テージに応じて適切な健
康管理ができるよう支援
する。

ライフステー
ジに応じた
健康支援

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等、ライフス
テージに応じて適切な健
康管理ができるよう支援
する。

健康推進課
市民病院
生涯学習課

健

康

推

進

課

妊婦健康診査の実施。
乳がん・子宮がん検診の
実施。

●妊婦健康診査は１人につき14回分

（116,840円）の受診券を交付して費

用助成を実施している。

●20歳の女性に子宮がん検診無料

クーポン券、40歳の女性に乳がん検診

無料クーポン券を送付し受診勧奨を実

施した。さらに、22歳～38歳（偶数年

齢）の女性に子宮がん検診、42歳、44

歳、50歳～68歳（偶数年齢）の女性に

乳がん検診のちらしを送付し個別受診

勧奨を実施した。

●子宮がん検診受診率：18.3%　乳が

ん検診受診率：18.3%。

Ⅳ 2 ②

ライフス
テージに
応じた心
身の健康
管理の促
進

86
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 2

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績

評価 － B

健康推進課
市民病院

健

康

推

進

課

専門職（保健師・理学療
法士・保育士・栄養士・歯
科衛生士・助産師・発達
相談員)による健康相談
等を電話(随時）や面接
（予約制）にて実施する。

専門職による健康相談を
電話や面接にて実施し
た。新たにオンライン面接
（予約制）も実施した。

専門職（保健師・理学療法士・
保育士・栄養士・歯科衛生士・
助産師・発達相談員)による健
康相談等を電話(随時）や面接
（予約制）にて実施する。
面接では直接的な対面だけで
なく、「Zoom」を活用した、オン
ラインでの育児相談（保健師・
助産師・管理栄養士。歯科衛
生士・発達相談員による）を実
施する。

活動指標
相談体制の充実

体を動かす運動系講座や
栄養に関する講座を開催
する。

活動指標
講座の実施回数（回）

Ⅳ 2 ②

ライフス
テージに
応じた心
身の健康
管理の促
進

87
健康相談の
充実

健康に関する市民のニー
ズや様々な情報を収集し
担当者間で共有すること
により、市民の健康不安
を解消するための相談体
制の充実に努める。

ライフステー
ジに応じた
健康支援

思春期から妊娠・出産
期、高齢期等、ライフス
テージに応じて適切な健
康管理ができるよう支援
する。

健康推進課
市民病院
生涯学習課

生

涯

学

習

課

体を動かす運動系講座や
栄養に関する講座を開催
する。

子ども対象短期講座「な
わとびが得意になる！ダブ
ルダッチ体験」、家庭教育
学級学習「スーパーで見
かける食品それって本当
に大丈夫？～子どもに食
べさせる食品添加物につ
いて～」の開催。

Ⅳ 2 ②

ライフス
テージに
応じた心
身の健康
管理の促
進

86

健康推進課
子ども家庭課

健

康

推

進

課

関係機関と連携して保健
師等の専門職が特定妊
婦への支援を行う。

産後の養育に支援を要す
る特定妊婦に対して電
話、面接、訪問などを通じ
て保健師や助産師等の専
門職が支援を実施した。

関係機関と連携して保健
師等の専門職が特定妊
婦への支援を行う。

活動指標
特定妊婦への支援

患者支援センター医療相
談窓口では基本的に看
護師が相談にあたってい
るが、必要に応じて他の
専門職も対応するなど相
談窓口の充実を図る。

活動指標
医療相談窓口の充実

Ⅳ 2 ②

ライフス
テージに
応じた心
身の健康
管理の促
進

88
特定妊婦へ
の支援

特定妊婦の状況を共有
し、個々のニーズの把握
及び問題解決に向けた支
援を行う。

健康相談の
充実

健康に関する市民のニー
ズや様々な情報を収集し
担当者間で共有すること
により、市民の健康不安
を解消するための相談体
制の充実に努める。

健康推進課
市民病院

市

民

病

院

患者支援センター医療相
談窓口では基本的に看
護師が相談にあたってい
るが、必要に応じて他の
専門職も対応するなど相
談窓口の充実を図る。

相談窓口の充実を図っ
た。

Ⅳ 2 ②

ライフス
テージに
応じた心
身の健康
管理の促
進

87
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 24 24 24 24 24

実績 20 20

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 60 60 60 60 60

実績 46 60

評価 － B

人権・男女共同参
画課
健康推進課
市民病院

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

ＤＶ相談の相談者で医療
的処置が必要な場合は、
心身の健康保持のために
医療機関につなげる。

DV相談実施時、睡眠状
況等体調を確認し、必要
に応じて医療機関への通
院を勧めている。
また、医療機関からDV被
害者への対応について相
談があった。

ＤＶ相談の相談者で医療
的処理が必要な場合は、
心身の健康保持のために
医療機関につなげる。

活動指標
医療関係者との連携

特定妊婦について、原則１回/
月、健康推進課と情報共有を
行い、必要な事案について共
同でリスクアセスメントを実施
し、支援方針を立てて支援を行
う。その後も定期的に複数の機
関でモニタリング実施する。
【 実施予定会議 】・健康推進
課との合同会議　・在宅児・特
定妊婦会議

活動指標
該当会議の実施回数（回）

Ⅳ 2 ②

ライフス
テージに
応じた心
身の健康
管理の促
進

89
医療関係者
との連携

市民の健康不安の解消
や生涯にわたる健康管理
のため、地域の医療関係
者と連携を図る。

特定妊婦へ
の支援

特定妊婦の状況を共有
し、個々のニーズの把握
及び問題解決に向けた支
援を行う。

健康推進課
子ども家庭課

子

ど

も

家

庭

課

特定妊婦について、原則１回/
月、健康推進課と情報共有を
行い、必要な事案について共
同でリスクアセスメントを実施
し、支援方針を立てて支援を行
う。その後も定期的に複数の機
関でモニタリング実施する。
【 実施予定会議 】・健康推進
課との合同会議　・在宅児・特
定妊婦会議

健康推進課との合同会議
及び在宅児・特定妊婦会
議を予定通り実施。

Ⅳ 2 ②

ライフス
テージに
応じた心
身の健康
管理の促
進

88

人権・男女共同参
画課
健康推進課
市民病院

市

民

病

院

地域の医療機関との連携
を図るとともに、医師や職
員が地域の医療機関を
訪問（WEBも含む）し、情
報交換や情報共有を行
う。

医師および職員が地域の
医療機関を訪問した。

地域の医療機関との連携
を図るとともに、医師や職
員が地域の医療機関を
訪問（WEBも含む）し、情
報交換や情報共有を行
う。

活動指標
医師および職員が地域の医療機関を訪問した。

各がん検診や市民歯科
健康診査等の実施につい
て、保健センター等での
集団検診に加え、各実施
医療機関での個別検診
を実施し、市民が受診し
やすい体制を構築する。

活動指標
受診しやすい体制の構築

Ⅳ 2 ②

ライフス
テージに
応じた心
身の健康
管理の促
進

89
医療関係者
との連携

市民の健康不安の解消
や生涯にわたる健康管理
のため、地域の医療関係
者と連携を図る。

医療関係者
との連携

市民の健康不安の解消
や生涯にわたる健康管理
のため、地域の医療関係
者と連携を図る。

人権・男女共同参
画課
健康推進課
市民病院

健

康

推

進

課

各がん検診や市民歯科
健康診査等の実施につい
て、保健センター等での
集団検診に加え、各実施
医療機関での個別検診
を実施し、市民が受診し
やすい体制を構築する。

●保健センターでの集団がん検診は年

間34回（男性６回、女性28回）、集団

特定健診（がん検診同時実施）は年間

28回（男性11回、女性17回）実施、ま

た巡回がん検診を各市民センター等５

か所で実施するほか、医療機関での個

別健診を実施した。

●肺がん検診実施医療機関：61機関

受診者12163人、大腸がん検診実施

医療機関：80機関、受診者10158人、

乳がん検診実施医療機関：25機関、受

診者4137人、子宮がん検診実施医療

機関：５機関、受診者5173人。

Ⅳ 2 ②

ライフス
テージに
応じた心
身の健康
管理の促
進

89
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － 1 1 1 1

実績 －

評価 － －

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男性が子育てに積極的に
関わるための講座を開催
する。

子育てパパママ共同参画
講座「おうちで始めるお
金教育」を開催した。

（施策番号５）
●男性対象の家事・育
児・介護に関する講座を
開催する。
●「クレアシオン」で、毎号
男性の育児休業に関する
記事を掲載して、男性の
育児について考える機会
を提供する。

活動指標
講座開催回数（回）

性の多様性について理解
を深める講座を開催する。

活動指標
・性の多様性に関する情報発信

Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

91

子育ての役
割分担につ
いての支援

男女がともに子育てに取
り組めるよう、子育てにお
ける性別による固定的な
役割分担意識を払拭する
ための講座等を開催す
る。

多様な性に
ついての理
解を深める
ための学習
機会の提
供・情報提
供

性の多様性に関する正し
い理解と認識を深め、性
的少数者の人たちが安心
して生活し、活躍できる社
会が実現できるよう様々
な情報を提供

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

クレアシオンに性の多様
性に関する記事を掲載す
る。

●「クレアシオン」に記事掲載
はできなかったが、性の多様性
について取り組んでいる登録
グループの紹介記事を掲載し
た。
（施策番号52参照）
●ラヂオきしわだで「にじいろ
講座」と題して全９回、性の多
様性についての番組を放送し
た。

Ⅳ 3 ①

多様な性
のあり方
への理解
促進

90

健康推進課
子育て施設課

健

康

推

進

課

妊娠届け出時に子育てに
関する相談窓口の情報提
供を行う。

妊娠届出時に母子保健
サービス、子育て支援
サービス等の情報提供を
行い、相談窓口の周知を
実施した。

妊娠届け出時に子育てに
関する相談窓口の情報提
供を行う。

活動指標
相談窓口の情報提供

（施策番号35）
親が無意識にもっている
ジェンダーバイアスに気づ
き、子どもの性別に関わら
ず、個性を育み、伸ばす方
法について考える講座を
開催する。

活動指標
講座の開催数（回）

Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

93

育児に関す
る相談窓口
の充実

保護者の育児不安の解
消のため、個別の状況に
応じた子育てに関する
様々な情報提供を行うと
ともに、相談窓口の周知
に努める。

子どもの個
性を伸ばす
子育ての意
識づくり

子どもたちが性別による
固定的な役割分担意識
にとらわれず、その能力や
個性を尊重した生き方を
選択することを支援でき
るよう、保護者や地域で
子どもに関わる人たちに
対して研修会や講演会を
開催する。

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

今年度は講座の開催は
予定していない。 今年度は実施なし。Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

92
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 90 90 90 90 90

実績 90 90

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1575 1575 1575 1575 1575

実績 1575 1645

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B

「みんなでこそだて」を作
成・配布し、子育てに関す
る情報提供を行う。また、
ホームページやチラシな
どの複数の媒体で保育コ
ンシェルジュによる相談事
業の周知に努める。

活動指標
「みんなでこそだて」の配布箇所数

育児に関す
る相談窓口
の充実

保護者の育児不安の解
消のため、個別の状況に
応じた子育てに関する
様々な情報提供を行うと
ともに、相談窓口の周知
に努める。

健康推進課
子育て施設課

子

育

て

施

設

課

「みんなでこそだて」を作
成・配布し、子育てに関す
る情報提供を行う。また、
ホームページやチラシな
どの複数の媒体で保育コ
ンシェルジュによる相談事
業の周知に努める。

「みんなでこそだて」を作
成し、公民教育・保育施
設をはじめ、関係各課、市
民センターなどの施設に
配布し、子育てに関する
情報提供を行った。「みん
なでこそだて」に、保育コ
ンシェルジュによる相談事
業について掲載した。

Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

93

人権・男女共同参
画課
子ども家庭課

子

ど

も

家

庭

課

児童虐待防止のため、岸
和田市子育て支援地域
協議会児童虐待防止ネッ
トワーク部会実務者会議
にて実務者対象の研修を
年に1回行い、児童虐待
や支援に関する知識を深
めていく。

コロナ感染症の拡大を受
け、Ｗｅｂ研修「依存症の
理解と支援・対応につい
て」を実施。

児童虐待防止のため、岸
和田市子育て支援地域
協議会児童虐待防止ネッ
トワーク部会実務者会議
にて実務者対象の研修を
年に1回行い、児童虐待
や支援に関する知識を深
めていく。

活動指標
研修会の実施（回）

（施策番号71参照）
市民を対象に、DV防止の
ため、より良い夫婦関係を
考える講座を開催する際
に、児童虐待についても
触れる。

活動指標
講座の開催・情報提供の回数（回）

Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

95

児童虐待の
防止のため
の学習機会
の提供

保護者や地域住民を対
象に、子どもとの接し方、
地域での児童虐待早期
発見等、児童虐待防止へ
の意識向上のための講座
等を開催する。

児童虐待の
防止のため
の学習機会
の提供

保護者や地域住民を対
象に、子どもとの接し方、
地域での児童虐待早期
発見等、児童虐待防止へ
の意識向上のための講座
等を開催する。

人権・男女共同参
画課
子ども家庭課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

（施策番号71参照）
児童虐待に特化した内容の
講座は実施の予定はないが
ＤＶと児童虐待は関連があ
るため、ＤＶ予防啓発講座の
内容により、児童虐待に触
れられる場合は、盛り込む。

（施策番号71）
DV予防啓発講座「DVっ
て何？～自分を大切にす
るということ～」を開催し
た際、児童虐待について
も言及した。

Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

95

Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

94

多様なライ
フスタイル
に対応した
子育てサー
ビスの提供

働き方をはじめ、多様なラ
イフスタイルに対応するた
め、ニーズに応じた様々な
子育てサービスを提供す
る。

関係各課

子

育

て

施

設

課

公立保育所において一時
預かり事業及び緊急一時
預かり事業を実施する。

公立保育所において一時
預かり事業及び緊急一時
預かり事業を実施した。

公立保育所において一時
預かり事業及び緊急一時
預かり事業を実施する。

活動指標
一時預かり事業及び緊急一時預かり事業の年間利用
のべ人数（人）
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 45 45 45 45 45

実績 45 45

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － C

人権・男女共同参
画課
生涯学習課

生

涯

学

習

課

子育て支援団体の活動の
周知に取り組む。保育室
やロビーにパンフレットや
チラシを配架し、キッズ
ルームやあかちゃんサロン
に参加した保護者の目に
留まるように工夫する。

キッズルームやあかちゃん
サロンに参加した保護者
や保育室の有料団体の
目に留まるように、保育室
やロビーにパンフレットや
チラシを配架した。

子育て支援団体の活動の
周知に取り組む。保育室
やロビーにパンフレットや
チラシを配架し、キッズ
ルームやあかちゃんサロン
に参加した保護者の目に
留まるように工夫する。

活動指標
配架数（情報用発信棚など）

男女共同参画センターロ
ビーで子育て支援関係の
パンフレットやチラシを配
架し活動内容の周知及び
参加促進を図る。

活動指標
子育て関係団体の活動を支援

Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

96

地域におけ
る子育て関
係団体への
支援

育児不安の解消や孤立
の防止など、保護者の居
場所づくりを担う子育て
関係団体の活動を支援す
るとともに、活動内容につ
いて広く周知する。

地域におけ
る子育て関
係団体への
支援

育児不安の解消や孤立
の防止など、保護者の居
場所づくりを担う子育て
関係団体の活動を支援す
るとともに、活動内容につ
いて広く周知する。

人権・男女共同参
画課
生涯学習課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男女共同参画センターロ
ビーで子育て支援関係の
パンフレットやチラシを配
架し活動内容の周知及び
参加促進を図る。

大宮地区市民協議会が実
施する親子ひろば「カンガ
ルー」のチラシ等を男女共
同参画センターロビーに配
架し利用者に周知した。

Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

96

庁舎建設準備課

庁

舎

建

設

準

備

課

バリアフリー・キッズス
ペース・多目的トイレ・授
乳室等、子育て世代に必
要な設備の整備や、関連
性を考慮した利用しやす
い課の配置とするなど、子
育て世代に配慮した新庁
舎の設計を行う。

今年度は特に動きなし。
引き続き、利便性を考慮
した庁舎整備を進める。

バリアフリー・キッズス
ペース・多目的トイレ・授
乳室等、子育て世代に必
要な設備の整備や、関連
性を考慮した利用しやす
い課の配置とするなど、子
育て世代に配慮した新庁
舎の設計を行う。

活動指標

男性が育児に関わる講座
を開催する。

活動指標
団体の活動支援

Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

98

子育て世代
の利便性を
考慮した庁
舎の整備

子育て世代に必要な設備
の整備や、子育て関連課
を近くに配置するなど子
育て世代の動線を意識し
た庁舎整備を行う。

子育て関係
団体との協
働による事
業の実施

子育て支援を行っている
団体の経験を活かした講
座等を共催する。

関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

子育てに関する活動をし
ている男女共同参画セン
ター登録グループととも
に、男女共同参画セン
ター・大宮地区公民館合
同まつりを開催する。

コロナ禍により、男女共同
参画センター・大宮地区
公民館合同まつりは中止
となった。

Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

97
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 － － 1

実績 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 25 25 25 25 25

実績 － 30

評価 － A

人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

男性対象の介護講座を
開催する

介護に関する講座は開催
できなかった。

（施策番号５）参照
男性を対象とした介護に
関する講座を開催する。

活動指標
講座開催数（回）

工事設計時に、子育て世
代の利便性を考慮し、子
育て世代が利用しやすい
公共施設の整備をする。

活動指標
子育て世代が利用しやすい公共施設の整備

Ⅳ 3 ③

男女共同
参画の視
点からの
高齢者や
障害者へ
の支援

100

介護の役割
分担につい
ての支援

介護する必要が生じた際
に、性別にかかわらず介
護に取り組めるよう学習
機会を提供する。

子育て世代
の利便性を
考慮した公
共施設の整
備

キッズコーナー、トイレへの
チャイルドシート設置等、
子育て世代が利用しやす
い公共施設の整備を行
う。

関係各課

公

共

建

築

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

課

工事設計時に、子育て世
代の利便性を考慮し、子
育て世代が利用しやすい
公共施設の整備をする。

岸和田競輪場施設整備
工事に伴い、男性用・女
性用・多目的トイレにベ
ビーチェア、ベビーシート
を設置した。

Ⅳ 3 ②

男女共同
参画の視
点からの
子育てへ
の支援

99

人権・男女共同参
画課
障害者支援課
産業政策課

障

害

者

支

援

課

相談や窓口対応の際に、
必要に応じてハローワー
クや泉州中障害者就業・
生活支援センターへの案
内を行う。

相談や窓口対応の際に、
必要に応じてハローワー
クや泉州中障害者就業・
生活支援センターへの案
内を行った。

相談や窓口対応の際に、
必要に応じてハローワー
クや泉州中障害者就業・
生活支援センターへの案
内を行う。

活動指標
関係機関への案内件数（件）

障害のある女性に、「つな
がりサポート事業」を紹介
し、必要な支援につなぐ。

活動指標
就労のための支援

Ⅳ 3 ③

男女共同
参画の視
点からの
高齢者や
障害者へ
の支援

101

障害のある
女性への就
労支援

障害がある女性への就労
支援を行う。また、雇用や
労働に関する相談窓口の
周知にに努める。

障害のある
女性への就
労支援

障害がある女性への就労
支援を行う。また、雇用や
労働に関する相談窓口の
周知に努める。

人権・男女共同参
画課
障害者支援課
産業政策課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

障害のある女性が就労す
るための困難な点につい
て、担当課から情報収集
を行う。

実施計画作成時に、障害
のある女性が就労する際
の困難について担当課に
聞き取りをした。

Ⅳ 3 ③

男女共同
参画の視
点からの
高齢者や
障害者へ
の支援

101
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 2

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1 1

評価 － B

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
障害者支援課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

（施策番号71参照）
高齢者・障害者虐待に特
化した内容の講座は実施
の予定はないが、ＤＶ予防
啓発講座の内容により、
高齢者虐待・障害者虐待
に触れられる場合は、盛り
込む。

（施策番号71参照）
DV予防啓発講座「DVっ
て何？～自分を大切にす
るということ～」を開催し
た際、高齢者虐待・障害
者虐待についても言及し
た。

（施策番号71参照）
市民を対象に、DV防止の
ため、より良い夫婦関係を
考える講座を開催する際
に、高齢者虐待・障害者
虐待についても触れる。

活動指標
講座の開催・情報提供の回数（回）

●模擬面接会を開催して
就労支援を行う。
●市ホームページなどで
周知に努める。

活動指標
周知メディア数

Ⅳ 3 ③

男女共同
参画の視
点からの
高齢者や
障害者へ
の支援

102

高齢者・障
害者虐待の
防止のため
の学習機会
の提供

障害福祉や介護の事業
所、家族に対して、虐待防
止のための講座等を開催
する。

障害のある
女性への就
労支援

障害がある女性への就労
支援を行う。また、雇用や
労働に関する相談窓口の
周知にに努める。

人権・男女共同参
画課
障害者支援課
産業政策課

産

業

政

策

課

●模擬面接会を開催して
就労支援を行う。
●市ホームページなどで
周知に努める。

11/26に模擬面接会を
開催し就労支援を行っ
た。市ホームページ等で
周知した。

Ⅳ 3 ③

男女共同
参画の視
点からの
高齢者や
障害者へ
の支援

101

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
障害者支援課

障

害

者

支

援

課

事業所に対して障害者虐
待防止に係る講座を実施
する。また、市民向けにポ
スターなどで啓発を行う。

事業所に対して障害者虐
待防止に係る講座を実施
した。また、市民向けにポ
スターなどで啓発を行っ
た。

事業所に対して障害者虐
待防止に係る講座を実施
する。また、市民向けにポ
スターなどで啓発を行う。

活動指標
講座実施回数（回）

事業所に対して高齢者虐
待防止のための啓発を行
う。

活動指標
啓発の実施

Ⅳ 3 ③

男女共同
参画の視
点からの
高齢者や
障害者へ
の支援

102

高齢者・障
害者虐待の
防止のため
の学習機会
の提供

障害福祉や介護の事業
所、家族に対して、虐待防
止のための講座等を開催
する。

高齢者・障
害者虐待の
防止のため
の学習機会
の提供

障害福祉や介護の事業
所、家族に対して、虐待防
止のための講座等を開催
する。

人権・男女共同参
画課
福祉政策課
障害者支援課

福

祉

政

策

課

事業所に対して高齢者虐
待防止のための啓発を行
う。

ケアマネに対する研修を
実施

Ⅳ 3 ③

男女共同
参画の視
点からの
高齢者や
障害者へ
の支援
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 61 61 61 61 61

実績 61 61

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

人事課
産業政策課
人権・男女共同参
画課

人

事

課

庁内LANの庁内掲示板
等を活用し、市職員に対
して各種ハラスメントに関
する相談窓口について周
知する。

年度当初全部署に向けて
パワハラ・セクハラの相談
窓口についての案内を送
信した。

庁内LANの庁内掲示板
等を活用し、市職員に対
して各種ハラスメントに関
する相談窓口について周
知する。

活動指標

セクハラ相談窓口担当者
会を実施する。

活動指標
セクハラ相談窓口担当者会への参加者数（人）

Ⅳ 3 ④
ハラスメン
トの防止

104

ハラスメント
相談窓口の
周知

市民・職員・事業所に各
種ハラスメントに関する相
談窓口について周知す
る。

スクール・セ
クシュアル・
ハラスメント
相談窓口の
充実

各学校の相談窓口担当
者を対象に、会議及び研
修会を開催し、セクハラ被
害の状況や傾向、防止対
策等の情報を共有するこ
とで、相談体制の充実に
努める。

人権教育課

人

権

教

育

課

セクハラ相談窓口担当者
会を実施する。

セクハラ相談窓口担当者
会を実施するとともに、大
阪府教育委員会が作成
した「教職員等による児
童生徒等に対するセク
シュアル・ハラスメント等
の防止に向けた取組み」
などの資料を各学校園に
周知した。

Ⅳ 3 ④
ハラスメン
トの防止

103

人事課
産業政策課
人権・男女共同参
画課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

ホームページや広報紙に
各種相談窓口を掲載す
る。

ハラスメント相談窓口の
周知はしていないが、各
種相談対応のなかで、必
要に応じてハラスメント相
談窓口を案内するように
している。

各種相談対応のなかで、
必要に応じて、ハラスメン
ト相談窓口を周知する。

活動指標
相談窓口の周知

市ホームページや広報紙
に各種相談窓口を掲載す
る。

活動指標
周知メディア数

Ⅳ 3 ④
ハラスメン
トの防止

104

ハラスメント
相談窓口の
周知

市民・職員・事業所に各
種ハラスメントに関する相
談窓口について周知す
る。

ハラスメント
相談窓口の
周知

市民・職員・事業所に各
種ハラスメントに関する相
談窓口について周知す
る。

人事課
産業政策課
人権・男女共同参
画課

産

業

政

策

課

市ホームページや広報紙
に相談窓口を掲載する。

●ハラスメントに特化した
相談の周知は出来なかっ
た。
●各種相談対応のなか
で、必要に応じてハラスメ
ント相談窓口を案内した。

Ⅳ 3 ④
ハラスメン
トの防止

104
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 0 1

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 61 61 61 61 61

実績 61 61

評価 － B

人事課
人権・男女共同参
画課
産業政策課
人権教育課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

（施策番号71参照）
ハラスメント防止に特化し
た内容の講座は実施の予
定はないが、ＤＶ予防啓発
講座の内容により、ハラス
メントに触れられる場合
は、盛り込む。

（施策番号71参照）
DV予防啓発講座「DVっ
て何？～自分を大切にす
るということ～」を開催し
た際、ハラスメントについ
ても言及した。

（施策番号71参照）
市民を対象に、DV防止の
ため、より良い夫婦関係を
考える講座を開催する際
に、各種ハラスメントにつ
いても触れる。

活動指標
講座の開催・情報提供の回数（回）

職員に対してハラスメント
防止のための啓発を行
う。
新任課長研修、新任担当
長研修の機会を通じて、
ハラスメント研修を実施す
る。

活動指標
研修の実施回数（回）

Ⅳ 3 ④
ハラスメン
トの防止

105

市民・事業
者・市職員・
教職員対象
のハラスメ
ント防止へ
の意識啓発

市民・事業者・市職員・教
職員に対して様々な手段
を通じてハラスメント防止
のための啓発を行う。

市民・事業
者・市職員・
教職員対象
のハラスメ
ント防止へ
の意識啓発

市民・事業者・市職員・教
職員に対して様々な手段
を通じてハラスメント防止
のための啓発を行う。

人事課
人権・男女共同参
画課
産業政策課
人権教育課

人

事

課

職員に対してハラスメント
防止のための啓発を行
う。
新任課長研修、新任担当
長研修の機会を通じて、
ハラスメント研修を実施す
る。

新任課長研修、新任担当
長研修の機会を通じて、
ハラスメント研修を実施
できた。

Ⅳ 3 ④
ハラスメン
トの防止

105

人事課
人権・男女共同参
画課
産業政策課
人権教育課

人

権

教

育

課

セクハラ相談窓口担当者
会を実施する。

セクハラ相談窓口担当者
会を実施するとともに、大
阪府教育委員会が作成
した「教職員等による児
童生徒等に対するセク
シュアル・ハラスメント等
の防止に向けた取組み」
などの資料を各学校園に
周知した。

セクハラ相談窓口担当者
会を実施する。

活動指標
セクハラ相談窓口担当者会への参加者数（人）

「雇用労働講座」や「知っ
て得する労働問題講座」
の講座内容案の候補とし
て検討する。

活動指標
当該テーマの講座開催回数

Ⅳ 3 ④
ハラスメン
トの防止

105

市民・事業
者・市職員・
教職員対象
のハラスメ
ント防止へ
の意識啓発

市民・事業者・市職員・教
職員に対して様々な手段
を通じてハラスメント防止
のための啓発を行う。

市民・事業
者・市職員・
教職員対象
のハラスメ
ント防止へ
の意識啓発

市民・事業者・市職員・教
職員に対して様々な手段
を通じてハラスメント防止
のための啓発を行う。

人事課
人権・男女共同参
画課
産業政策課
人権教育課

産

業

政

策

課

「雇用労働講座」や「知っ
て得する労働問題講座」
の講座内容案の候補とし
て検討する。

3/2に開催した「知って得
する労働問題講座」の
テーマの一つに　～職場
のパワーハラスメント対策
について～を含めた。

Ⅳ 3 ④
ハラスメン
トの防止

105
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 2

評価 － B

人権・男女共同参
画課
文化国際課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●外国人の対応のため、
翻訳機（ポケトーク）を庁
内各課に貸し出す。
●ホームページに外国人
のための人権相談（法務
省）の情報を掲載する。
●大阪府国際交流団体
の外国語での相談の情
報提供を行う。

・計画に記載のことについて
実施した。
・人事課に「やさしい日本
語」に関する講師情報を提
供し、職員研修の実施に
至った。
・ロシアのウクライナ侵攻に
関連する人権への配慮につ
いてホームページに掲載し
た。

・ホームページに外国人
のための人権相談（法務
省）の情報を掲載する。
大阪府国際交流団体の
外国語での相談の情報
提供を行う。
・「やさしい日本語」によ
る情報発信の理解促進に
取り組む。

活動指標
「やさしい日本語」による情報発信の理解促進

●引き続き、「つながりサ
ポート事業」を実施。
●相談内容に応じた相談
窓口の情報提供を行うた
め、庁内関係課及び「い
きいきネット」はじめ各種
相談機関との連携を強化
する。

活動指標
利用しやすい相談体制の構築

Ⅳ 3 ⑤

多様化す
る新たな
課題への
支援

107
外国籍の女
性への支援

外国籍の女性が抱える生
きづらさを解消するために
必要な支援を行う。

多様なニー
ズに対応す
るための相
談体制づく
り

相談者の多様なニーズに
対応するため、安心して相
談できる体制を確保する
とともに、相談員の知識や
スキルの向上を図り、相談
事業の質を高める。

人権・男女共同参
画課
関係各課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

新型コロナウイルス感染
拡大による「生理の貧
困」に対応するため、緊急
対策として防災備蓄品を
活用し、生理用品を提供
する。併せて、各種相談窓
口の案内チラシを配布し
相談に繋げる。

●４月23日から、相談窓
口案内ちらしを添付し、生
理用品（280パック）の提
供をした。
●さまざまな困難を抱え
る女性の支援のため、11
月からNPO法人に委託し
「つながりサポート事業」
を実施。

Ⅳ 3 ⑤

多様化す
る新たな
課題への
支援

106

人権・男女共同参
画課
危機管理課
消防本部

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

担当課の協力のもと、各
課所管の各種団体の会
議や研修会等において、
プランの趣旨等を伝え、防
災分野への女性の参画を
促進する。

（施策番号１と同じ）
八木地区市民協議会で
「安心できる避難所づくり
～男女共同参画の視点か
ら～」を開催
市民協議会事務局長会
議で男女共同参画課が
実施する出前講座の案内
を行った。

男女のニーズに沿った避
難所運営のための講座を
開催する。

活動指標
出前講座の実施回数・情報提供回数（回）

男女共同参画に関する職
員研修等で得た知識やス
キルを課内で共有すると
共に、市民団体等から得
られた情報の内容により
関係機関へつないでい
く。

活動指標
支援体制の整備

Ⅳ 4 ①

男女共同
参画の視
点を取り
入れた地
域防災

108

自主防災組
織への女性
の参画促進

男女のニーズの違いをふ
まえた災害対応ができる
よう、地域の自主防災組
織への女性の参画を促進
する。

外国籍の女
性への支援

外国籍の女性が抱える生
きづらさを解消するために
必要な支援を行う。

人権・男女共同参
画課
文化国際課

文

化

国

際

課

男女共同参画に関する職
員研修等で得た知識やス
キルを課内で共有すると
共に、市民団体等から得
られた情報の内容により
関係機関へつないでい
く。

男女共同参画に関する職員研

修等で得た知識を課内で共有
し、また国際親善協会の協力を
得て実施された人権研修等
で、やさしい日本語の案内の必
要性やそれらを活かした外国
人女性支援のノウハウを学び、
職員の関係機関へつなぐため
のスキルアップにつながった。

Ⅳ 3 ⑤

多様化す
る新たな
課題への
支援

107
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 0

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 4 2 2 2

実績 2

評価 － B

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100

評価 － A

人権・男女共同参
画課
危機管理課
消防本部

消

防

本

部

所管する市民団体等を通
じて地域防災への女性参
画を促進する。

「婦人防火クラブ」の活動
を今年度も支援した。

所管する市民団体等を通
じて地域防災への女性参
画を促進する。

活動指標
地域防災への女性参画を促進する回数（回）

防災福祉コミュニティやその
他地域活動団体から要請の
ある出前講座において、「災
害対応力を強化する女性の
視点～男女共同参画の視
点からの防災・復興ガイドラ
イン～ （令和２年５月　内閣
府男女共同参画局）」につ
いて言及し、ガイドラインへ
の関心を促す。

活動指標
出前講座（講義内容が適するもの）におけるガイドライ
ンについての言及（％）

Ⅳ 4 ①

男女共同
参画の視
点を取り
入れた地
域防災

108

自主防災組
織への女性
の参画促進

男女のニーズの違いをふ
まえた災害対応ができる
よう、地域の自主防災組
織への女性の参画を促進
する。

自主防災組
織への女性
の参画促進

男女のニーズの違いをふ
まえた災害対応ができる
よう、地域の自主防災組
織への女性の参画を促進
する。

人権・男女共同参
画課
危機管理課
消防本部

危

機

管

理

課

防災福祉コミュニティやその
他地域活動団体から要請の
ある出前講座において、「災
害対応力を強化する女性の
視点～男女共同参画の視
点からの防災・復興ガイドラ
イン～ （令和２年５月　内閣
府男女共同参画局）」につ
いて言及し、ガイドラインへ
の関心を促す。

出前講座６回開催のうち、
避難所に関して触れる機
会のあった１回において
ガイドラインについて言及
した。また、防災まちづくり
学校においてガイドライン
について言及した。

Ⅳ 4 ①

男女共同
参画の視
点を取り
入れた地
域防災

108

人権・男女共同参
画課
危機管理課
消防本部

危

機

管

理

課

防災福祉コミュニティやその他
地域活動団体から要請のある

出前講座において、「災害対応
力を強化する女性の視点～男
女共同参画の視点からの防
災・復興ガイドライン～ （令和２
年５月　内閣府男女共同参画
局）」について言及し、ガイドラ
インへの関心を促す。

出前講座６回開催のうち、
避難所に関して触れる機
会のあった１回において
ガイドラインについて言及
した。また、防災まちづくり
学校においてガイドライン
について言及した。

防災福祉コミュニティやその他
地域活動団体から要請のある

出前講座において、「災害対応
力を強化する女性の視点～男
女共同参画の視点からの防
災・復興ガイドライン～ （令和２
年５月　内閣府男女共同参画
局）」について言及し、ガイドラ
インへの関心を促す。

活動指標
出前講座（講義内容が適するもの）におけるガイドライ
ンについての言及（％）

（施策番号108）
男女のニーズに沿った避
難所運営のための講座を
開催する。

活動指標
講座開催回数・情報提供回数（回）

Ⅳ 4 ①

男女共同
参画の視
点を取り
入れた地
域防災

109

男女共同参
画の視点を
取り入れた
地域防災活
動

過去の災害時に女性の
視点が欠落していた教訓
から、男女共同参画の視
点を取り入れた地域防災
活動を進められるよう地
域と連携して講座等を開
催する。

男女共同参
画の視点を
取り入れた
地域防災活
動

過去の災害時に女性の
視点が欠落していた教訓
から、男女共同参画の視
点を取り入れた地域防災
活動を進められるよう地
域と連携して講座等を開
催する。

人権・男女共同参
画課
危機管理課
消防本部

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

防災講座（全２回）を開
催

●「プチプラ防災とコロナ
禍の地震対策講座」を開
催。
●男女共同参画の視点
を取り入れた避難所運営
についてクレアシオンに記
事を掲載し、多様な視点
での防災について考える
機会を提供した。

Ⅳ 4 ①

男女共同
参画の視
点を取り
入れた地
域防災

109
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 0

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 －

評価 － D

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 1 1 1 1 1

実績 － 1

評価 － C

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － － － － － －

実績 － －

評価 － D

人権・男女共同参
画課
危機管理課
消防本部

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

「避難所運営マニュアル・防
災マニュアル」改訂時には、
内閣府の「災害対応力を強
化する女性の視点～男女共
同参画の視点からの防災・
復興ガイドライン」を参考に、
さまざまなニーズに対応で
きるものとするようはたらき
かける。

今年度の改訂は新型コロ
ナウイルス感染防止対策
に関するものであったた
め、男女共同参画の視点
からの改訂へのはたらき
かけはできなかった。

「避難所運営マニュアル・防
災マニュアル」改訂時には、
内閣府の「災害対応力を強
化する女性の視点～男女共
同参画の視点からの防災・
復興ガイドライン」を参考に、
さまざまなニーズに対応で
きるものとするようはたらき
かける。

活動指標
性別の違い等によるニーズの違いを取り入れた避難所
運営マニュアルの整備

男女共同参画の視点を
取り入れた地域防災活動
を進められるよう、町会で
の訓練の際等に、所管す
る市民団体と連携して講
座等を開催する。

活動指標
講座等の開催回数（回）

Ⅳ 4 ①

男女共同
参画の視
点を取り
入れた地
域防災

110

男女共同参
画の視点に
基づく避難
所運営マ
ニュアル・防
災マニュア
ルの作成

男女共同参画の視点で
みたときに、避難所運営
において何が必要かを検
証し、すでにある避難所
運営マニュアルを改訂す
る。

男女共同参
画の視点を
取り入れた
地域防災活
動

過去の災害時に女性の
視点が欠落していた教訓
から、男女共同参画の視
点を取り入れた地域防災
活動を進められるよう地
域と連携して講座等を開
催する。

人権・男女共同参
画課
危機管理課
消防本部

消

防

本

部

男女共同参画の視点を
取り入れた地域防災活動
を進められるよう、町会で
の訓練の際等に、所管す
る市民団体と連携して講
座等を開催する。

新型コロナウイルス感染
拡大の影響により講座等
の開催が実施できなかっ
た。

Ⅳ 4 ①

男女共同
参画の視
点を取り
入れた地
域防災

109

人権・男女共同参
画課
危機管理課
消防本部

消

防

本

部

男女共同参画の視点で
みたときに、救護所等にお
いて何が必要かを検証
し、すでにある災害活動マ
ニュアルを改訂する。

消防署で所管している災
害活動マニュアルの改訂
を検討中。

男女共同参画の視点で
みたときに、救護所等にお
いて何が必要かを検証
し、すでにある災害活動マ
ニュアルを改訂する。

活動指標
災害活動マニュアルの整備

「災害対応力を強化する
女性の視点～男女共同
参画の視点からの防災・
復興ガイドライン～ （令和
２年５月　内閣府男女共
同参画局）」を参考に、避
難所開設・運営マニュア
ルを改訂する。

活動指標
避難所開設・運営マニュアルの改訂回数（回）
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男女共同参
画の視点に
基づく避難
所運営マ
ニュアル・防
災マニュア
ルの作成

男女共同参画の視点で
みたときに、避難所運営
において何が必要かを検
証し、すでにある避難所
運営マニュアルを改訂す
る。

男女共同参
画の視点に
基づく避難
所運営マ
ニュアル・防
災マニュア
ルの作成

男女共同参画の視点で
みたときに、避難所運営
において何が必要かを検
証し、すでにある避難所
運営マニュアルを改訂す
る。

人権・男女共同参
画課
危機管理課
消防本部

危

機

管

理

課

「災害対応力を強化する
女性の視点～男女共同
参画の視点からの防災・
復興ガイドライン～ （令和
２年５月　内閣府男女共
同参画局）」を参考に、避
難所開設・運営マニュア
ルを改訂する。

避難所開設・運営マニュ
アルを改訂したが、ガイド
ラインに関連した具体的
記載はなく、職員への説
明会において言及した。
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令和３年度実績報告・令和４年度実施計画

基本
課題

事業概要 担当課
実施
課

令和３年度
実施計画

令和３年度
実績

令和４年度
実施計画

基本
施策

施策の方向 施策内容

指標　/　評価
「－」は数値化できないもの

A：目標値以上、B：目標達成、C：目標値以下、

D：実施していない

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 22 11 9 9 2

実績 32

評価 － A

策定時
R3.3

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

目標 － 100 100 100 100 100

実績 100

評価 － A

人権・男女共同参
画課
危機管理課

危

機

管

理

課

防災福祉コミュニティやその他地

域活動団体から要請のある出前

講座において、「災害対応力を強

化する女性の視点～男女共同参

画の視点からの防災・復興ガイドラ

イン～ （令和２年５月　内閣府男女

共同参画局）」について言及し、ガ

イドラインへの関心を促す。また、避

難所配備職員選出依頼時には、男

女ペアでの選出を促す文言を入れ

る。

●出前講座６回開催のうち、
避難所に関して触れる機会
のあった１回においてガイド
ラインについて言及した。ま
た、防災まちづくり学校にお
いてガイドラインについて言
及した。
●避難所配備職員選出依
頼時に男女ペアでの選出を
依頼した。

防災福祉コミュニティやその他地

域活動団体から要請のある出前

講座において、「災害対応力を強

化する女性の視点～男女共同参

画の視点からの防災・復興ガイドラ

イン～ （令和２年５月　内閣府男女

共同参画局）」について言及し、ガ

イドラインへの関心を促す。また、避

難所配備職員選出依頼時には、男

女ペアでの選出を促す文言を入れ

る。

活動指標
出前講座（講義内容が適する者もの）におけるガイドラ
インについての言及（％）

・（施策番号21と同じ）
職員の1/3を対象に避難
所運営ゲーム（HUG）を
活用して、男女のニーズ
の違いに配慮した避難所
運営に関する研修を実施
する。
・市民対象の避難所運営
講座を開催する。

活動指標
講座・研修開催回数（回）
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男女共同参
画の視点か
らの避難所
運営

男女共同参画の視点が
取り入れられた避難所運
営ができるよう、地域と連
携して講座の開催や訓練
を行う。

男女共同参
画の視点か
らの避難所
運営

男女共同参画の視点が
取り入れられた避難所運
営ができるよう、地域と連
携して講座の開催や訓練
を行う。

人権・男女共同参
画課
危機管理課

人

権

・

男

女

共

同

参

画

課

●（施策番号21参照）
市職員を対象に男女共
同参画の視点からの防災
をテーマに、研修を実施
する。
●（施策番号109参照）
防災講座（全２回）を開
催する。

・（施策番号21参照）
市職員対象の必須研修「なぜ
男女共同参画の視点が必要か
～安心できる避難所づくりから
考える～」（全31回・1032人）
を実施。
・（施策番号109参照）
市民対象の「プチプラ防災とコ
ロナ禍の地震対策講座」を開
催。
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